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  令和３年６月１１日（金曜日）  午前１０時 開議 
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議事日程第２号 

    令和３年６月１１日（金曜日）午前１０時 開議 

 

日程第 １ 一般質問 

    （散  会） 

 

                                             

本日の会議に付した事件 

 議事日程第２号に同じ 
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出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１５人） 

  １番   長  澤  長右衛門  議員    ２番   石  山  正  明  議員 
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 １３番   川  崎  朋  巳  議員   １４番   髙  橋  義  明  議員 

 １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 
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鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 
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鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

木  村  昌  光 商 工 課 長  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

横  戸  利  平 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 
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開  議 

 

○長澤長右衛門議長 出席議員は定足数に達し

ておりますので、これより直ちに会議を開きま

す。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしておりま

す議事日程第２号によって進めます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第１ 一般質問 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１、一般質問であ

ります。 

 初めに、７番谷江正照議員。 

〔７番 谷江正照議員 登壇〕 

○７番 谷江正照議員 皆さん、おはようござ

います。議席番号７番、会派蔵王、谷江正照で

す。 

 一日も早く日常を取り戻すために、新型コロ

ナウイルスワクチン接種事業に係る本市独自の

優先接種枠について質問いたします。 

 新型コロナウイルスワクチンの接種事業は、

予防接種法に臨時接種に関する特例を設けたも

ので、国の指示の下、都道府県の協力により市



－７７－ 

町村において実施するものとなっています。 

 今、コロナ禍の中、多くの皆様がそれぞれの

場所で様々な御苦労をされながら一生懸命な

日々を過ごしておられます。 

 本市においても、国の方針に沿った高齢者を

対象としたワクチン接種事業が始まりました。

当初は多くの高齢者から、特にインターネット

環境がない方、サポートしてくれる家族がいな

い方などの予約の電話が殺到し、電話がつなが

らないなどがあり、そのような方々の不満や心

配など多くの課題もありました。 

 しかし、そのような声をしっかりと事業に反

映させ、予約対象の年齢を８０歳以上の方から

と見直し、国から届くワクチンの数量を細かく

勘案し、現在は８０歳以上の接種を希望する方

全ての予約と接種がしっかりとできる体制とな

りました。 

 私も接種会場である体育文化センターでの接

種の様子を見てまいりましたが、会場にいるス

タッフは訪れる高齢者に努めて明るく声をかけ、

献身的に頑張っている姿を拝見することができ

ました。 

 数回に及び拝見しましたが、大きな混乱は見

受けられなく、大変安堵するとともに、運営に

携わる医療関係者の皆様をはじめとした本市の

執行部の皆様、会場スタッフの皆様、高齢者を

サポートされる御家族や地域の方、関係各位に

改めて大変感謝いたす気持ちでございます。 

 また、２回目の予約申込みも会場にて順調に

行われていることにも安心いたしました。ただ、

やはり高齢者ですので、つえをつく方や席の立

ち座りや会場内の移動の際はふらつく方も見受

けられ、車椅子を利用する方もいらっしゃり、

なかなかに大変そうだとも感じました。 

 会場には車椅子利用者が３から４名ぐらいは

いらっしゃいます。また、一人で来られる方よ

りも付添いがいる方が、本人はもちろん、スタ

ッフの方の労苦も少ないようにお見受けしまし

た。母親の介添えをしていた知人に何か気にな

ることはとお聞きしたところ、スタッフの方は

高齢者が話しかけることや質問への対応が丁寧

だとのことでした。ただ、その分少し時間がか

かる場面もあるようだとのことでもありました。 

 ワクチン接種事業は、医療関係の皆様をはじ

め、本当に多くの人々の助け合いの中で何とか

回っているなと感じたところです。 

 このような人の支え合いの重要性が平常時と

は格段に違うコロナ禍の今、どなたが欠けても

市民生活に与える影響が大きいこと、本当にコ

ロナは大変な社会環境の激変の元凶となってい

る状況です。 

 国もこのコロナ禍を国難と捉え、「やれるこ

とは全てやる」との強い気概の中、事業の大き

な目標である７月末までの高齢者のワクチン接

種を終えることに躍起になっています。 

 優先接種枠についても、国の定めた方針で進

んでいましたが、様々な自治体からの保育士や

教職員などやエッセンシャルワーカーの方など

への自治体独自の優先接種枠の設定の要望が多

く寄せられ、ここにきて大きく状況が変わりま

した。 

 そこで、本市においても、子どもたちと接触

が不可避とも言える保育士や教員の皆様の中で、

早い接種を希望される方には速やかに受けてい

ただくことができる優先接種枠についてお伺い

いたします。 

 ５月３０日の日経電子版の記事によりますと、

５月２９日、河野太郎規制改革担当大臣は７月

末までの高齢者接種完了を条件に、６４歳以下

について自治体独自の優先接種枠の設置を認め
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ると表明し、自治体トップの裁量の範囲でやっ

てほしいと述べたとのことです。これは様々な

自治体からの保育士や教職員への優先接種の要

望を受け入れたもので、大人を介してウイルス

が教育現場などに持ち込まれ、その先の家庭内

まで拡散してしまう事態を懸念するところから

来たものであります。 

 政府の内閣官房参与の岡部信彦医師もその必

要性に度々言及し、５月７日の分科会でも、教

職員らを念頭にできるだけ早くワクチンの接種

ができるように支援していくことの必要性を強

調しています。保育、教育の現場でのクラスタ

ーを未然に防ぎ、家庭内感染を抑える取組、現

在の新規感染者の大半を占める変異株は、子ど

もの感染割合が高まっており、専門家も警告を

発している状況です。 

 現在、本市でもキャンセルワクチンを割り当

てる際に優先接種枠の設定をしていますが、キ

ャンセル待ち接種では数量も安定せず、岡部信

彦医師が言及した教職員らは対象となっていま

せん。私は、内閣官房参与でもあり医師でもあ

る岡部医師の言及や自治体からの要望を受けて

の河野大臣の発言に大変な重要性を感じ取るも

のであります。 

 西日本新聞５月２８日インターネット記事に

よりますと、北九州市の市長が７月上旬にも、

保育士、幼稚園教諭、学校職員、放課後児童ク

ラブ職員、通所型福祉施設スタッフなどを新た

に優先接種の対象に加える方針を明らかにし、

ワクチン接種できない子どもと接する保育、学

校現場での優先接種に御理解いただきたいと述

べたとのことです。 

 誰一人欠けても大きな影響が出てしまうコロ

ナ禍の今、一人でもコロナに罹患させない集団

免疫環境整備強化のためにも、子どもたちと接

する方々への優先接種枠が必要だと考えますが、

市長の御所見をお伺いいたします。 

 次に、エッセンシャルワーカーの方への優先

接種枠についてであります。 

 生活維持に欠かせない職業に就いている方々

をエッセンシャルワーカーといいますが、従事

者が罹患したりクラスターが発生すると市民生

活が止まってしまう懸念があります。 

 一例を挙げますと、市民生活の中で日々出る

ごみの収集に携わる方、不幸にしてコロナ関連

でお亡くなりになったとき最後に利用される場

所である斎場で働く職員の方、そのほか、目に

見えない多くの現場のエッセンシャルワークの

方に私たちは支えられ暮らしています。そのよ

うな働きの方々の優先接種について、本市独自

の重要度を検討して優先接種枠を設けることで、

市民生活が止まってしまうことを未然に防ぐ責

任があると考えますが、市長の御所見をお伺い

いたします。 

 次に、旅館・ホテルなどの宿泊業従事者につ

いてであります。 

 本市は、温泉健康都市であり、多くの宿泊者

や観光客に来ていただいているまちです。現在、

このコロナ禍で訪れる人も少ない中、関係者皆

様の御努力で本当に大変な状況の中で頑張って

います。 

 様々な地域から訪れる宿泊者の方に接する必

要があり、旅館・ホテルなどの宿泊業に従事す

る方には家庭を持つ方もいらっしゃいます。本

来であれば、望む方々に望むときにワクチンを

接種できればいいのですが、数量が限られる中

での対応は苦慮することは承知しています。 

 しかし、本市の基幹産業の一つである旅館・

ホテルなどの宿泊業は、感染者が出た際の被害

は深刻で、せっかくいただいた予約のキャンセ



－７９－ 

ルをはじめ、関係取引先である酒類や食材やタ

クシーなど観光施設含め、ランドリー業界まで

含めると、これは一施設の問題ではなく、かみ

のやま温泉全体における経済の大きな打撃とな

り、何より温泉健康都市として甚大なイメージ

ダウンとなってしまいます。 

 本市の温泉健康都市の担い手であり、市内外

の様々な方々との接触が必要とされ、その機会

が多い旅館・ホテルなどの宿泊業従事者に、河

野大臣の談話が出た今こそ、本市独自に優先接

種枠を設けることを提案いたし、市長の御所見

をお伺いいたします。 

 最後に、新型コロナウイルス感染症に係る差

別解消に向けた取組についてお尋ねいたします。 

 コロナに向けたメッセージとしては、市のホ

ームページにて２０２０年１１月２６日に横戸

市長より市長メッセージが出されました。また、

本市議会においては２０２０年１２月１６日、

「コロナ禍でのいわれのない誹謗中傷や差別を

なくし、人権を守ることを目指す決議」を全会

一致で可決しています。 

 このように、コロナに罹患した方や濃厚接触

者となった方やその職場、その家族の方が、い

かなる理由をもっても差別を受けてはならない

こと、これは当然のことであります。しかし、

現実には、ＳＮＳなどへの根拠のない臆測や推

測、誹謗中傷の書き込みなどが本市においても

発生したことも事実であります。 

 今現在は、これらの問題のほかに、さらに新

たな差別の懸念が出始めています。それは、ワ

クチンの接種事業が進む中において、今度はワ

クチンの接種を受ける・受けることができない、

する・しないについて、個人の不可侵であり尊

重されるべき接種に対する考え方をめぐって、

職場やコミュニティにおける同調圧力やワクチ

ン接種できない人への処遇や差別に対する問題

が浮き彫りになるなどの懸念です。 

 ２０２１年５月１９日のＮＨＫの番組では、

「新型コロナワクチン、打たないと退職！？」

とのテーマで取り上げられ、「ワクチン接種が

進む中、早く打ちたいという声が目立つ一方、

持病やワクチンへの不安などから接種しないと

いう人たちもいます。接種の判断は個人に委ね

られていますが、一部で接種しない人たちを否

定するような事態も起きています」と社会問題

として取り上げられました。 

 一方、ワクチン接種したからもうコロナに罹

患しないなどの誤った認識がないわけではない

こと、ワクチン接種後も引き続きマスクの着用

や手指の消毒、３密対策が継続して必要なこと

など、集団免疫を獲得したとしても、守るべき

こと、すべきことはしっかりと行う必要がある

ことを伝えることで差別解消につながるのであ

ると考えます。 

 一日も早いコロナの収束に向け一日も早く日

常を取り戻すには、まだまだやるべきことは多

く課題も山積しています。ワクチン接種事業は

令和４年の２月までの大変な事業です。本市一

丸となりこの難局に立ち向かわなければなりま

せん。 

 コロナ禍の今、これまで以上に大切になるの

が、正しい情報に基づく知識を基にしたワクチ

ンを打った人・打てない人、市民全体の相互理

解であります。本市において、ぜひその相互理

解が進む取組として、新型コロナウイルス感染

症に係る差別解消に向けた取組が必要と考えま

すが、市長の御所見をお伺いいし、私の１問と

いたします。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 
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○横戸長兵衛市長 ７番谷江正照議員の御質問

にお答えいたします。 

 初めに、新型コロナウイルスワクチン接種事

業に係る本市独自の優先接種枠について申し上

げます。 

 ６４歳以下の方の優先接種枠については、重

症化とクラスター発生防止という従来の市の方

針に基づき、高齢者の接種が終了した後に、ワ

クチン接種年齢に満たない子どもと接する機会

が多い保育施設従事者と小中学校の教員等を対

象に追加します。 

 その他の職種の方については、今後、ワクチ

ンは十分確保できる見込みであることから、優

先接種枠を設けず年齢順に接種を進めてまいり

ます。 

 次に、新型コロナウイルス感染症に係る差別

解消に向けた取組について申し上げます。 

 本市で最初の新型コロナウイルス感染者が確

認されて以降、感染症に関連する差別や偏見、

誹謗中傷等を行わないよう、市報や市公式ＬＩ

ＮＥ、ホームページ等で呼びかけを行っている

ほか、人権擁護委員による啓発活動等が行われ

ております。 

 今後も関係団体と協力し合いながら、幅広い

呼びかけ等を継続してまいります。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 まず、安心いたしまし

た。子どもたちに触れる機会の多い方への優先

接種を市のほうで進めていただけるということ、

大変心強く感じます。本当によいことだと思い

ます。 

 この質問に当たり、現場の方にお話を聞いて

まいりました。例えば保育に携わる方ですと、

よい保育というのは集中や密接が伴うものだと。

これはもうコロナ禍において避けるべきことで

はありますが、よい保育には集中や密接が伴う

と。また、ワクチンが接種できないゼロ歳児か

らこういった２歳児までの方はマスクの着用も

しておりません。そして、３歳児以上はマスク

等はしておりますが、何しろ小さい子どもたち

です。せきのエチケットや手指の消毒が徹底で

きるということもなかなかに難しいです。その

ような子どもたちと本当に接触する機会の多い

方々への優先接種が行われるということは本当

にすばらしいことだと思います。 

 そこでお伺いするのですが、この保育士や教

員の方へはまずやるということでありますが、

私としてはお話を聞いた感じでは、やはりゼロ

歳からというその小さい子どもと接する機会の

多い職場、幼保の関係者からまず進められるの

がいいかなと思うんですが、同時に進めていく

だけのゆとりがあるのか、それとも、少し期間

を持って進めていくときに順番等を考えている

のか、お示しいただきたいと思います。 

○長澤長右衛門議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 優先接種の保育職場、

そしてまた教員もでございますが、その順番等

につきましては、各職場の勤務状況、勤務の環

境、そういったものに影響すると考えられます

ので、優先順位のリストについては各職場のほ

うにお願いしているというか、職場で出しやす

い順位というものを決めていただいて、その順

番に従って接種を進めていきたいと思っており

ます。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 職場内での優先順位は

了解いたしました。学校関係と幼保園関係とで、

幼保園から先に進めるというような考えはあり

ますでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 健康推進課長。 
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○鈴木直美健康推進課長 先に保育園にするか、

同時並行でするか、現在検討しているところで

ございます。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 現場のお話を聞きます

と、やはり小さい子どもを扱うところの分野か

らしていただきたいという声は強くございまし

た。御検討をよろしくお願いいたします。 

 次に、先生方のワクチン接種に当たりまして、

受けやすい接種状況、接種会場、どのようなも

のを考えているのか。テレビなどによりますと、

夜間の時間帯を活用して接種している自治体な

どもございました。こういった考えはございま

すでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 基本的には、集団接

種会場で受けていただくことになると思ってお

ります。夜間の時間帯につきましては、現在も

夜間の時間帯は実施しておりますが、会場の関

係から今よりも遅い時間というのはなかなか難

しいと考えております。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 了解しました。ぜひ、

リストを集めて、その際にも受けやすい時間等

の希望なども取りまとめていただきたいと、こ

れは要望でございます。 

 続きまして、この接種を受けた後、副反応に

対して非常に懸念もございます。職場の先生や

保育士の方が接種を受けた後の副反応に対して

の備えをしっかり現場と連携を取る必要がある

と考えますが、そこはいかがでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 副反応につきまして

は、現在も一般の高齢者の方々はじめ、その他

の方々も同様でございますが、国等の治験デー

タによりまして、接種後、普通の人で１５分間、

リスクのある方は３０分間、これが因果関係に

よる副反応が起こりやすいというデータがあり

まして、それに基づいて経過観察をしていると

ころでございます。もし、その後に副反応が生

じた場合は、必要な医療機関等に御相談いただ

くしかないと思っております。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 了解しました。よろし

くお願いいたします。 

 次に、この保育士や教員の皆様には優先接種

枠を設定する方向でのお答えでございましたが、

それ以外に質問しましたエッセンシャルワーク

の現場で働く方、また旅館・ホテル等の宿泊業

に従事する方には、これは特別に枠は設けない

ということの御回答でありました。 

 ここで質問の中でもお尋ねしておるのですけ

れども、エッセンシャルワークの方、その方々

の本市における例えば職種別とか、業界別の重

要度を検討して、その上で接種枠を設ける必要

があるのではないかと１問目で私はお聞きして

いるんですけれども、本市としてこの職種、こ

の業界などは特に止まってしまったら困るとい

うことで、私のほうではごみの収集に関わる方

だったり、斎場というところを象徴的にお勧め

しましたが、そのようなものに関しまして、市

のほうで優先する業種・業態などは勘案してい

るのかどうか、まずお聞きしたいと思います。 

○長澤長右衛門議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 市長の答弁にもあり

ましたとおり、まず本市の優先接種に関する考

え方、方針につきましては、市民の生命、健康

を守るために感染した場合の重症化リスクの軽

減、そしてクラスターの拡大の防止、これを目

的に優先接種枠を設けるべきだと考えておりま
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す。議員の御質問のその他の業種別の生活を維

持するための重要度ということに関しましては、

非常に幅広い業種、数の方が生活維持のために

は必要だと思っております。その中で順位をつ

けるということは現時点では考えておりません。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 順位をつけることは考

えていらっしゃらないとの答弁でありますが、

私は市役所で働く窓口の方も、これは課長もそ

のような認識かと思いますが、エッセンシャル

ワークの現場で働く方だと考えております。そ

のような中で、滋賀県大津市におきましては、

庁内を閉鎖するような事案も他の自治体でござ

いますが起きております。当市で起きる可能性

がないわけではございません。市役所も市民生

活が止まってしまう可能性の大きな施設でござ

いますので、その部分に関して市民に向けて安

全であるかどうか、私は確認する義務がござい

ます。そういったところはいかがでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 先ほども申し上げま

した市民の生命、命を守るという観点から、市

役所の職員についてはそういったリスクの高い

方に接する機会の多い職員、こういう方につき

ましては、ワクチン廃棄の防止という目的も兼

ねましてキャンセルワクチン、あとは端数のワ

クチンを用いまして接種を進めているところで

ございます。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 実際、そのキャンセル

待ちのワクチンでありますけれども、どのよう

な状況で接種はどれぐらい進んでいるか。もし、

お示しできればお願いいたします。 

○長澤長右衛門議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 キャンセル、あるい

は端数、１バイアルのちょうどいい数に満たな

い数の端数が出た場合もそういった方に接種を

しているわけでございますが、そういったワク

チンはほぼ毎日のように出ております。現時点

で六十数名の方に高齢者施設等の優先リストに

基づきまして接種をしております。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 １問目でお聞きしてお

りますごみの収集の現場や斎場の職員の体制な

どについて、本市においてはこのコロナ禍の状

況、安全に進むような取組はどのような形で行

っているのでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 御質問のありました

斎場並びにごみ収集業務等についてお答えしま

す。 

 斎場ですけれども、基本４月に業務委託を締

結しておりますシルバー人材センターと打合せ

をさせていただきまして、まずはスタッフの健

康管理を徹底していただくようにお願いをして

いるところでありますし、施設現場におきまし

ても、清掃、消毒、こういったものを徹底して

いただくと。あとは、斎場を利用される御遺族

の方も大人数での利用を控えていただくように

ですとか、会食を自粛していただくように、あ

るいは湯茶なども紙コップを使っていただくよ

うにというようなことで現場のほうで対応させ

ていただいております。 

 ごみ収集のほうにつきましても、年度当初に

事業所のほうと打合せをしまして、まずは受託

業者であるそれぞれの事業所で社員の健康管理

を徹底していただきたいと。あと、現場につき

ましても、きちっと手袋の着用ですとか、車両

の消毒、こういったものを行いまして現在実施

していただいているというところでございます。 
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○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 この今回のエッセンシ

ャルワーカーの方の優先接種枠についての質問

に当たりましても、現場の方の声を聞いており

ます。廃棄物回収の現場の方にお話をお聞きし

ますと、やはりチームワークで回る仕事でもあ

りますし、回収に使う自動車というのは特殊な

もので、１人欠けたから誰かすぐ当てができる

ようなものではないと。なおかつ、もしコロナ

に感染した場合、施設の消毒や閉鎖、また治療

をして、治療後予後２週間は職場に復帰できな

いと。こういった方が職場において１名出ても

大変なことになるし、万が一クラスターになっ

てしまったら本当に現場は止まってしまうなど

という心配の声がありました。 

 そのような現場で働く方にお聞きしますと、

何ができるんだと。私たち業界で何ができるん

だろうと考えたときには、もうワクチンの早期

接種ぐらいしか思い浮かばないというような皆

様の声でありました。このような声を受け、ま

たなおかつ本市のごみ回収の現場に携わる人の

ほとんどが、その特殊な車を運転する方で３０

名程度かと思います。それに付随する幾ばくか

の人数の方も含めまして、今回の答弁では年齢

順に逐次やっていくということでありましたが、

私はこの分野に関しましては、市として独自に

優先接種枠を設けるべきと考えます。 

 このような廃棄物回収の方などの市民生活が

止まってしまう業界の方、人数もそれほど多く

はございません。この分野の方々に関して優先

接種枠を市で考えてはいかがでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 議員がおっしゃるこ

の市民の生活が止まってしまう業種というのは

本当にこの業種だけなのか。恐らくそういう不

安のある思いを持っている業種はほかにもいら

っしゃると思います。その中で業務が継続でき

なくなるリスクというのは本当にこのコロナの

感染だけなのかという視点もあると思っていま

す。そういった業務停止に対する備え、これは

どんな業種、分野、職種の方も備えてあるのか

なと思っているということがまず前提にありま

す。 

 優先接種枠につきましては、先ほどから申し

上げているとおり、市の方針としましては、市

民の命、健康を守るという視点で重症化防止、

クラスターの発生防止、この観点での枠の設定

ということを考えているところでございます。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 市の考えは分かりまし

たが、私のほうとしてはぜひ検討を進めていた

だきたいと考えております。 

 次に、旅館やホテル、宿泊業に従事する方へ

の優先接種枠でございます。 

 くしくも、本日の山形新聞におきまして、天

童市の温泉街におきまして先駆けて接種をする

取組が新聞報道なされました。本市も、天童市

同様に温泉街がございます。この部分に関しま

して、このような新聞報道がある中、これはつ

まりニーズがある、そのような考えがあるとい

う方が多くいらっしゃるからこのような動きに

なると思います。この部分に関して、１問目で

市のほうでは考えないということでありました

が、ぜひ考えていただきたいのですが、いかが

でしょうか。 

○長澤長右衛門議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 先ほどと同様の答弁

になってしまいますが、まず、方針としてはこ

れまでの方針に基づいて優先接種枠を設定しま

す。また、コロナワクチンにつきまして、今後
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６４歳以下の方の量も十分に確保できる見込み

が我々としては立っていると思っています。そ

れに基づきまして、その枠の中で年齢順に応じ

て早めに予約を取っていただければと思います。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 この部分に関しまして

も、やはり旅館業というのは抱える関連企業も

多くございますし、何しろ一たび発生すれば、

せっかくいただいた貴重な宿泊に対してキャン

セルをしなくてはいけないという苦渋の行動も

伴います。ぜひ、鋭意検討を今後も進めていた

だきたいと思うところであります。 

 続きまして、２点目で御質問いたしましたコ

ロナ禍での差別解消に係る取組でございます。 

 ワクチンの接種が進むにつれ、やはり打った

方・打たない方でなぜ打たないんだとか、本来

ワクチンというのは個人の考えを尊重させるべ

きものでございますので、その部分に関してや

はり差別や区別があってはならないと感じてお

るのですが、ＮＨＫの朝の番組でも取り上げら

れるぐらい今後の懸念される問題でございます。 

 本市もワクチン接種が進めば進むほど多数派

と少数派ではありませんが、やはり懸念がない

わけではないと考えます。御答弁の中では、今

後も関係団体と協力しながら幅広い呼びかけ等

を継続していくということでありますが、具体

的に関係団体はどのようなものを考えていらっ

しゃるかお示しいただきたいと思います。 

○長澤長右衛門議長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 まず、上山市の人権擁護

委員会の市部会、これまでも人権の相談等を行

って、学校等において人権の花運動でお互いを

思いやりながら、助け合いながら進めていかな

ければならないということを継続して行います。 

 あと、民生委員・児童委員について、地域で

の安心安全な暮らしを進めるために相談活動、

呼びかけを行ってまいりたいと考えております。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 さっきの１問目の優先

接種枠のところで、市のほうの進んだ考えをい

ただきました。今差別等についてお示しいただ

きましたが、優先接種がこれから進む学校教育

現場とか、子どもたちの間とか、そういった中

での理解を進め、また教員の方、保育に関わる

方でも早く打ちたいというそういう方もいらっ

しゃれば、この職場であっても打ちたくないん

だという声も届いております。やはりこれから

優先接種が進む環境下において、そういった

方々への啓蒙も必要かと思うのですが、そうい

ったことはどのような形で行うのか、もしお示

しできればお願いいたします。 

○長澤長右衛門議長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 ワクチン接種につきまし

ても、市のホームページで接種を受けない方に

差別的な扱いをしないようにということで呼び

かけを現在行っておりますし、昨年４月からそ

の差別、あと誹謗中傷について随時市公式ＬＩ

ＮＥ、あとホームページ等で呼びかけ等を行っ

て、お互いを思いやりながら生活を共にしてい

きましょうということを行っておりますので、

それを継続して行ってまいりたいと考えており

ます。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 ぜひ、接種を受けてい

る会場などでも啓発が進む、また今おっしゃっ

た場所でも啓発が進むような取組をしっかりと

していただき、やはり打つ人・打たない人、コ

ロナに対する、ワクチンに対する正しい理解が

重要かと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 
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 また、ワクチンの不安に関しましては、さき

の議会で同僚議員のほうからワクチンの不安に

対するものやいろんなものに関して相談窓口を

設けたらどうかというようなことがございまし

た。そのときの回答では、接種事業に関しての

窓口を主にやっていくということでありますが、

その後、このようにこれからワクチンを打つ

人・打たない人など様々な環境下において、よ

り複雑な問題が出てくる可能性があります。同

僚議員が提案したようなワクチンに対する様々

な不安、私が今回提案したような打つ・打たな

いに関する差別解消に向けた相談窓口などを設

ける必要も私はあると思うのですが、その部分

に関しましてはいかがでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 ワクチンに関する相

談窓口につきましては、その内容によって役割

を分けております。ワクチンそのものの効果と

か医療的な副反応とかに関しましては、県・国

の窓口を紹介しております。ワクチン接種事業

自体につきましては、コールセンター及び健康

推進課が窓口になっておりますが、差別に関す

る専門的な窓口等につきましては設ける予定は

ございません。 

○長澤長右衛門議長 谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 今後、差別が起きない

とも限りませんし、また起こしてはならないも

のと考えます。起きてから窓口をつくるという

よりも、同僚議員がかつて質問したように、不

安を持っている市民の方は大勢いらっしゃいま

す。一刻も早くよい取組をしていただきたいと

強く要望するところであります。 

 以上をもちまして、私の質問を終えたいと思

います。ありがとうございました。 

○長澤長右衛門議長 次に、９番川口豊議員。 

〔９番 川口 豊議員 登壇〕 

○９番 川口 豊議員 議席番号９番、市民ク

ラブ、川口豊でございます。 

 通告に従い、順次質問をいたします。 

 このたびの質問は、大きく２つの項目で行い

ます。 

 まず、１つ目の質問は、新たな山岳観光と安

全対策についてであります。 

 １、蔵王の仙人沢にできる「氷瀑」の活用に

ついてであります。 

 昨今、コロナ禍の影響もあってか、本市を訪

れるお客様の中でも、アウトドア志向の方が増

えてきたように感じています。本市が管理する

蔵王坊平国設野営場、いわゆるキャンプ場の昨

年度の利用実績は、１か月遅れでの７月オープ

ンになったにもかかわらず、利用者は対前年度

比で約５０％増とのことであります。 

 また、蔵王坊平にある蔵王ライザワールド株

式会社に尋ねましたところ、２月から３月にか

けてスキー場の駐車場がいつもになくいっぱい

になったそうでありますが、その割にはスキー

場内にいるスキーヤーやボーダーが少ないとい

う現象が起こったとのことであります。「どう

してですか」と聞きましたところ、雪の上を歩

くトレッキングや登山のお客様がすごく増えた

ためであるとのことでありました。 

 皆様も既に御承知のことと存じますが、仙人

沢の上部の右又沢にある糸滝の上の岩からにじ

み出る水が凍って氷瀑という氷の滝ができる自

然現象が起き、通称アイスガーデンと呼ばれる

場所があります。この様子は、日本テレビ系列

の番組「世界の果てまでイッテＱ！」とＮＨＫ

全国放送、そして地元のＹＢＣピヨ卵ワイドで

も放送され、かなり有名になりました。 

 実際にそのアイスガーデンを見た方のお話を
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聞きますと、「とてもこの世のものとは思えな

いほどきれいで感動した」とのことであります。

地元にいる私でさえ一度は見てみたいと思いま

すので、そう思われる方はたくさんいるはずで

す。今後は、本市の冬のすばらしい観光スポッ

トになっていくことは間違いありません。 

 本市における冬期間の観光客数の推移を調査

しましたところ、１月、２月のスキーシーズン

真っ最中は、スキー客や樹氷見学のお客様はい

らっしゃいますが、２月の中旬頃から３月にか

けての観光客数は比較的薄い期間となっている

ようです。この氷瀑を見るのに適した時期が、

冬期間でも天候が比較的安定してくる２月中旬

から３月にかけてということで、絶好のタイミ

ングになります。本市における新たな観光の目

玉として推進していく必要性を強く感じていま

す。 

 しかし、その美しい光景を見るための場所の

近くで、この春、起きてはいけない事故が起き

てしまいました。あれは３月２４日水曜日の午

後、その日はまれにみる晴天でありました。山

のことは人一倍詳しく知る上山市山岳会の会長

であり、蔵王ライザスキースクールの校長で、

上山市スキー連盟理事長の滑落事故であります。

あれほど山を愛し、蔵王を知り尽くした方がな

ぜ。その事故の話を聞いたとき、私は自分の耳

を疑いました。 

 この方は、遭難救助隊の隊長としても長く活

躍されてこられた方で、これからの蔵王地区や

スキー界、あるいは山岳会をリードしていくと

ても大切な方でありました。本当に残念でなり

ません。心から御冥福をお祈りいたします。 

 あの山のベテランの方ですら事故に遭ってし

まうという危険性、不慣れな一般のお客様に対

する安全管理はどうあるべきなのかを真剣に考

えなければなりません。 

 地元の地理に詳しい方にお話を伺いましたと

ころ、氷瀑を見られる安全なコースがあり、そ

のコースを勧めるべきであるとのことでした。

しかし、現在はいろんなコースが紹介されてお

り、その中には危険なコースもあります。今さ

ら「危険だから行かないでください」と言って

も、これほど有名になってしまっては止めるこ

とは不可能であります。そうであれば、事故が

起きないように安全に案内し、本市の新しい観

光スポットとして活用することを提案いたしま

す。 

 この氷瀑を見学するためのツアーを企画する

ためには、ツアーガイドを養成し、参加者に対

する装備の点検や天候の判断等をしっかりと行

った上で実施する必要性があります。また、そ

の見学シーズンの期間を限定し、急な斜面には

ザイルを設置したり、アオモリトドマツとブナ

の生息地のちょうど境を歩くコースであります

ので、迷うような場所ではないようであります

が、念のため目印をつけたりなどの準備も必要

であると思います。 

 ここ上山市には、蔵王というすばらしい観光

資源があります。しかも、全国放送されるよう

なすばらしいアイスガーデンという氷瀑を見ら

れる場所があります。冬期間の新しい観光ブラ

ンドとして、安全を確保した新しいツアー企画

を推進していくことを提案しますが、市長の御

所見を伺います。 

 ２、遭難救助体制の充実について質問いたし

ます。 

 本市でも、山岳観光の人気が高まる中で、最

近、毎年のように山岳遭難事故も発生していま

す。特に冬期間の遭難救助につきましては、過

酷な救助活動が要求されています。 
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 実際に、いつも蔵王山系での遭難救助活動を

行っている方に現状の体制についてお話を伺い

ました。 

 まずは、初動体制についてであります。その

方は、連絡を受けてから実際に救助に出動する

までの時間がかかり過ぎて、待機している時間

がとてももったいないとのことであります。急

なことで、確かに人的な課題もあると思います

が、緊急事態での対応でありますので、できる

限り素早く出動できるように体制を改善する必

要があると考えます。 

 また、遭難するような悪天候下での救助活動

のため、当然救助に向かう方々には保険を掛け

ての要請となりますが、関係者からの捜索依頼

を受けてから保険の手続をしなければならない

現状のようでありますが、前にも申し上げまし

たとおり、緊急事態下での作業でありますので、

事前に保険加入手続を行うという方法を取れな

いものかと考えております。これまでも、実際

に夕方に救助の要請を受けてから現場に向かい、

日没後の午後８時頃に救助したという事例もあ

るとお話を伺いました。 

 山岳遭難救助というのは、特に冬期間の悪天

候時は、その山のことを広く知っている人でな

ければ救助することはとても困難なことです。

たとえ県の救助訓練を受けた方でも、現場を知

らなければ何の役にも立たないそうであります。

本市でも遭難救助訓練を２年に一度実施してい

るようでありますが、ごく初歩的な訓練のため、

過酷な状況下での救助活動はできないのが現状

であります。地元の方でも限られた方がごく少

数しかいないという現状にあるようです。 

 また、装備品についても十分とは言えないよ

うです。今年発生した２月の事故で、地元上山

市の救助隊は、県の救助隊との装備の違いを強

く感じたとのことです。上山市では、生き埋め

になった方を捜索するために使用するビーコン

は自分で確保しなければならないことや、捜索

に使う様々な機器が上山市の救助隊には備えら

れていなかったことと、救助に使う備品の総数

が全体的に足りていなかったことが明らかにな

ったそうであります。 

 最近特に人気が出てきた山岳観光の裏に潜む

危険、そして、あいにく遭難してしまった方を

早急に、そして安全に救助するために体制と装

備の充実をすぐに図ることが大切であると考え

ますが、市長の御所見を伺います。 

 次に、大きな項目の２つ目として、ポストコ

ロナに向けた事業者への支援についてでありま

す。 

 １、現施設の改修等への支援について質問し

ます。 

 新型コロナウイルス感染症は、昨年４月、初

の緊急事態宣言が全国一斉に発令されてから１

年以上が経過した今日、いまだ収束のめどが立

たないだけではなく、変異株の流行をはじめ、

全国の感染者は大きな波を伴い増え続けていま

す。 

 国をはじめ、県や市からの新生活様式に対応

する設備等の要請が出て、一定の補助金は出た

ものの、ほとんどの事業所では本来支出する必

要がない設備投資をして、少しでも安全を確保

できるように最大限の努力をしています。 

 しかしながら、とどまることのない新型コロ

ナウイルス感染症は、昨年同時期の状況と比べ

ようがないほど増えています。特に、本市の基

幹産業である観光業にとりましては、政府が発

したＧｏＴｏトラベル事業は、昨年秋頃には大

変好調だったものの、昨年暮れに突然中止され

てから再び始まる気配すらなく、観光、宿泊、
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飲食業は長い期間疲弊の一途をたどっています。

県をまたぐ越境自粛要請や、お酒を伴う５人以

上の会食の自粛、各イベント等の延期や中止

等々が要請され、手も足も出ない状態が続いて

います。 

 この春、山形県が県内の方に限り、県内の宿

泊施設等を利用するときに助成する「春旅クー

ポン」を枚数限定で各宿泊施設や旅行会社に発

行いたしましたが、聞くところによりますと、

あまり大きな効果は得られてないとの状況であ

ります。各事業者は、販売促進のための積極的

な営業活動をやりたいところではありますが、

やれば罪悪感を感じるような状況が今も続いて

います。 

 昨年の今頃も、休業要請や越境禁止、自粛要

請等が出されてはいましたが、それに伴う持続

化給付金、定額給付金、休業支援金等が支給さ

れ、一定の効果がありました。しかし、現在は

どうでしょうか。お客様は全く戻らず売上げは

なく、支援金もないという悲惨な状況が長期間

続いています。５月から６月にかけましては、

自主休業せざるを得ない施設も多く出てきてお

ります。市内の飲食店も悲鳴を上げており、い

つまでもつかという体力勝負のような日々を送

っているのが現状です。 

 そんな状況の中、５月から６月にかけまして、

各地区をはじめ各団体、組織の通常総会が開催

されています。いつもなら、総会後や各行事の

後に、ホテルや旅館、あるいは飲食店を会場に

懇親会が開催されていましたが、少なくとも私

が参加している総会等では軒並み懇親会の中止

が決議されています。現状を考えれば、仕方な

いと理解するしかありませんが、施設側からす

れば死活問題であります。 

 少しでも売上げを上げる努力をしたいのが本

音ですが、飲食店からクラスターなどというニ

ュースが流れたら終わりだと考えると、今は泣

き寝入りするしかないのが現状であります。 

 しかしながら、そんな中ではありますが、全

国的にワクチンの接種が始まり、将来に向けて

の明るい兆しが少しだけ見えてきたような感じ

がいたします。いつまでも沈み込んでいるわけ

にはいきませんので、市長の所信表明にもござ

いますとおり、ポストコロナに向けた準備をす

る必要があると考えています。 

 市内産業の動きの一つとして、私が所属する

観光業界の見込みでは、７月末頃までにはほぼ

全国の６５歳以上の高齢者に対するワクチン接

種が２回終了する見込みであるとの報道を受け

て、徐々に高齢者を皮切りに旅行等が再開され

るのではないかとのかすかな期待をしています。 

 観光業界のみならず、この１年半近く、新型

コロナウイルス感染拡大の影響をまともに受け

て苦しんできた各事業者にとりましては、今度

こそと期待を持っているようであります。 

 そこで、ポストコロナに向けた積極的な準備

をしたいところではありますが、売上げの減収

等により、設備投資に対しての支出が困難な状

況にある事業者が多く存在しているようであり

ます。設備投資とはいえ、新しい事業を起こす

ためのものだけではなく、現施設の改修などに

要する費用であります。 

 本年４月の第５１０回臨時議会で議決されま

した新型コロナウイルス感染症対策費における

新型コロナウイルス感染症対策設備投資促進補

助金は、あくまでも新事業に対する補助金とい

う限定されたものであります。また、国や県な

どからの設備投資に対しての補助金もほとんど

が新事業に対してのものばかりのようでありま

す。 
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 そこで、今般議決されました新型コロナウイ

ルス感染症対策設備投資促進補助金を、老朽化

した設備を長寿命化するための修繕費や環境整

備のために幅広く利用できるよう要件を緩和す

るなど、市内事業者のポストコロナに向けた積

極的な動きを支援すべきであると考えるところ

でありますが、本市のホームページを見ました

ところ、この補助金につきましては、既に先月

５月３１日をもって申請に関する事前相談が打

ち切られていたようであります。確かに予算は

１，０００万円ということで最大２件という少

ないものでありましたので、この予算を増額し、

申請要件を緩和して、ポストコロナに向けてや

る気のある前向きな企業を支援していく必要性

があると考えますが、市長の御所見を伺い、以

上で質問とさせていただきます。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員に対する答弁

の前に、この際、１０分間休憩いたします。 

    午前１０時５９分 休 憩 

                  

    午前１１時０９分 開 議 

○長澤長右衛門議長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 川口豊議員の質問に対する答弁を求めます。

市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ９番川口豊議員の御質問に

お答えいたします。 

 初めに、蔵王の仙人沢にできる氷瀑の活用に

ついて申し上げます。 

 氷瀑を観光するには、ガイドや期間を限定す

るなどの安全対策がしっかりと講じられること

が前提だと考えております。 

 地元の蔵王坊平観光協議会においては、氷瀑

を観光に活用したいという意向もありますので、

同協議会が主体となって観光メニューとして具

体的な検討がなされれば、情報発信や旅行会社

とのマッチングなどの支援を講じてまいります。 

 次に、遭難救助体制の充実について申し上げ

ます。 

 山岳遭難救助については、市、警察署、消防

本部、山岳会などの関係機関で構成する上山市

山岳遭難対策委員会において毎年会議を開催し、

訓練の実施や装備品の確保を行っております。 

 今後も、同委員会において、初動体制や装備

品の効果的な配備など、遭難対策のさらなる改

善に向けて協議を行いながら、関係機関相互の

円滑な連携に努め、捜索・救助体制の充実を進

めてまいります。 

 次に、現施設の改修等への支援について申し

上げます。 

 ポストコロナ社会において、市内事業者の競

争力や時代変化への対応力を確保するためには、

新規事業展開や業務改善等の設備投資を支援し

ていく必要がありますので、申請条件を緩和す

る考えは持っておりません。 

 予算の増額につきましては、国・県の経済対

策の動向及び市内事業者の設備投資動向を見極

め、判断してまいります。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 それでは、一つずつさ

らに議論を深めていきたいと思います。 

 まず、１つ目の蔵王の仙人沢にできる氷瀑の

活用についてでありますが、市長の答弁にもあ

りますとおり、当然のことながら、地元であり

ます蔵王坊平観光協議会の方々、それから山岳

会の方々とも相談した上で、こういった提案と

質問とさせていただいております。その中で、

これは今相当評判になっておりますので、例え

ばやまがた広域観光協議会等々では、あるいは
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県の観光課のほうでもこの氷瀑についていろん

な意味で聞かれているような状況にあります。 

 これは蔵王坊平の中の上山市に位置する場所

での観光でありますので、私は先駆けてこれは

上山の観光資源というような形の中で打ち出し

ていく必要があるなと思って、今回思い切って

この質問をさせていただいたところであります

が、蔵王坊平の観光協議会のほうでも、それか

ら山岳会のほうでも十分な体制を取れるという

ようなことでありますので、ぜひ市としても思

い切った形でバックアップしていただきたいと

思っておりますが、再度この件について支援を

していただけるということをもう一度お話をい

ただければありがたいです。 

○長澤長右衛門議長 観光・ブランド推進課長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 繰り返し

になりますけれども、この氷瀑の観光につきま

しては、事故の件もございますので、安全対策

がまず第一であると思います。今現在、観光メ

ニューというふうに成立しているとは考えてお

りません。つまり、期間、それから安全対策、

それからガイドもそうですね。そういったこと

も含めて徹底的に安全対策が講じられるように、

御検討いただくように考えております。その上

で情報発信とか、旅行会社へのマッチング等を

市として支援していければと考えております。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 先ほど１問目で申し上

げましたけれども、今観光業にとっては、暗い

話題ばかりが先行しているような状況でありま

す。そういった中で、ポストコロナをにらんで、

やはり明るい話題として上山から観光の発信を

していくためにはいい材料だと私は思っていま

すので、ぜひこれは上山が主導権を持ってとい

うとちょっと変なんですが、上山にはこういう

いいところがあると。これは蔵王坊平観光協議

会のみならず、こういったツアーを組むことに

よってかみのやま温泉の活性化にもつながると

私は思っておりますので、ぜひ積極的に観光ブ

ランドというような形で推進していただきたい

と思います。これは要望でございます。 

 それでは、続きまして、遭難救助体制につい

て質問をさせていただきます。 

 上山市山岳遭難対策委員会、これは山本副市

長が委員長となって構成されている会だと思い

ます。今月中にこの会議が開催されると私も聞

いておりますが、私が、今回装備品の不備があ

るとかいうふうな話をお聞きしたというのは、

中心的に遭難対策に関わっている方にその要望

等について伺ったからでありますので、今月行

われます会議でぜひ積極的にいろんな諸問題に

ついて解決をしていただきたいと思っておりま

すが、いかがでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 庶務課長。 

○尾形俊幸庶務課長 市長の答弁にもあります

とおり、６月、今月間もなく会議が開催される

予定でございますが、その中でやはり初動体制

をどうやって持っていくか、あと何よりも関係

機関とどうやって連携をさらに深めていくか、

また装備品をどうやって効果的に充実を図って

いくかというふうなところも含めて、実は冬期

間の遭難がここ数年なかったんですけれども、

昨年立て続けに起こっているというような状況

がございますので、これを機会に再度そこら辺

のところについてじっくりと議論をさせていた

だいて、よりよい体制になるよう努めてまいり

たいと考えております。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 ぜひ、やっぱり安全は

何よりも最優先すると考えておりますので、よ
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ろしくお願いします。 

 なお、今通信ツールが相当たけてきておりま

すので、去年の遭難時でも発生してからその次

の夜まではその方々と通信が取れたというよう

なこともありますので、そういったものを十分

に利用しながら遭難救助をやってほしいと思い

ます。 

 今一番問題になっていますのは、そのいわゆ

る地元の救助隊の高年齢化だそうです。ですの

で、若い方々で山が好きだというような方々を、

これは山岳会という違う団体でありますけれど

も、市のほうでも指導をしっかり行っていただ

いて、山岳会の方でしっかり救助に行ける方々

の養成なんかも必要と考えますけれども、いか

がでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 庶務課長。 

○尾形俊幸庶務課長 市の立場から、他団体の

ほうにどうこうというふうなところはなかなか

申し上げづらいといいますか、協力をお願いし

ている立場にございます。山が好きな若い方と

いうものの加盟については、やはり御本人たち

の意思というようなところがありますので、た

だ市として何かそういった活動とか、一部ＰＲ

できたりするようなことがございましたら、そ

ういうようなところでの支援といいますか、協

力はできるのかなと考えております。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 ぜひ、この安全を守る

という意味で、私が昔参加していたときは、た

しか市の遭難対策の訓練も毎年やっていたよう

に記憶しておりますが、最近は２年に一度とい

うふうになっているようであります。その辺も

含めまして、やはり必要に応じて安全対策を講

じていただきたいと思っております。 

 それでは、３つ目のポストコロナに向けた設

備投資補助金について質問をさせていただきま

す。 

 この第５１０回の臨時会で議決されました新

型コロナウイルス感染症対策設備投資促進補助

金、これはホームページでは５月１７日から募

集が始まったようであります。およそ２週間、

５月３１日で締め切ったようでありますが、こ

の期間、何件ぐらいの相談があったのか、お示

しいただきたいと思います。 

○長澤長右衛門議長 商工課長。 

○木村昌光商工課長 ５月１７日から事前相談

ということで受け付けさせていただきまして、

５月３１日までの間で７件ほどの相談がござい

ました。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 １問目でも申し上げま

したとおり、これは予算の総額が１，０００万

円ということで、補助の最大が５００万円とい

うようなことでありましたので、最大補助を受

けると２件というふうなことで、本当に少ない

予算であったものであります。５月１７日から

３１日までの約２週間で７件の相談が来るとい

うことは、これは相当ニーズがあるというふう

に見てもいいのかなと思います。 

 ぜひ、市長の答弁の中では予算の増額につい

ては、国・県経済対策の動向及び市内事業者の

設備投資の動向を見て判断してまいりますとい

う答弁を頂戴いたしました。ポストコロナに向

けて、私は今本当にスピード感を持ってこれを

やっていかないと、これから検討に入って、８

月頃に出しても遅いというふうに思います。こ

れはぜひ、今あるものを増額というような形で、

早急に予算措置をしてほしいと思いますが、い

かがでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 商工課長。 
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○木村昌光商工課長 実際にポストコロナを見

据えて新たな事業展開を考えている事業者があ

ることは、商工会等を通じまして聞いておるよ

うな状況にございます。今後とも、やる気のあ

る事業者を支援すべきであると考えております

ので、予算の関係とか、事業が今年度中に完了

するかというような部分との兼ね合いもありま

すので、引き続き相談を受けていきたいと考え

ているところでございます。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 ぜひ、よろしくお願い

します。 

 なお、今、これは財源があっての話なので、

財源がないところに出せ出せと言ってもしよう

がないと思いますが、聞くところによりますと、

ふるさと納税の額が当初予算１０億円の予算に

対して倍近く、１９億幾ら入っているというよ

うなことでうれしいニュースがあるわけでござ

います。 

 それと、財政調整基金も前年度末と同額ぐら

いの残があると聞いております。今こそ、こう

いった大変な時期に、見えてきた明るい兆しに

向かって、やはり今こそそういった財源をフル

に活用して、市民やあるいは市内の企業で困っ

ている方々に対してすぐ支援する体制を取らな

ければならないと私は考えておりますが、市長

はいかがでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 今のお話でございますが、

財調があるとか、あるいはふるさと納税がある

とかということ以前に、やはりここはやるべき

ものはやっていくという姿勢が必要だと思いま

す。財源がなくては袖が振れないということは

ありますけれども、そこは集中的な財源の投資

とか、そういうことをすればできると思います

し、やはり今我々も考えていることは、この時

期にポストコロナで発揮できる力というものを

ここで備えておくということが非常にどの産業

界においても大事なことだと思います。そうい

う面におきまして、先ほど課長が答弁しました

ように、ニーズが多いという件につきましては、

我々もきちっと対応していく必要があると思い

ますので、その件については今後いろんな形で

検討しながら、前向きに行きたいと考えていま

す。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 再度確認をしますが、

５月３１日で締め切ったものについては、これ

からも継続して相談を受けるということで間違

いなかったでしょうか。もう一度確認をお願い

します。 

○長澤長右衛門議長 商工課長。 

○木村昌光商工課長 議員今おっしゃるように、

相談については引き続き受けていきたいと考え

ております。なお、ホームページ等、そういっ

た周知についても早急に変更していきたいと考

えております。 

○長澤長右衛門議長 川口豊議員。 

○９番 川口 豊議員 全体的に前向きな御回

答をいただいたなと思っておりますが、やはり

今このコロナ禍の中でようやく出口が見えてき

たというところを考えますと、行政の果たす役

割は今非常に大きいなと思っております。ぜひ、

我々も市民からの声を耳を大きくして聞きなが

ら、提案をして今後ともまいりますので、執行

部の皆さんも市民の皆さん、あるいは市内の事

業者を救うというような気持ちでぜひ前向きに

御検討いただきたいということをお願い申し上

げて、私の質問を終わらせていただきます。あ

りがとうございました。 
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○長澤長右衛門議長 次に、１２番枝松直樹議

員。 

〔１２番 枝松直樹議員 登壇〕 

○１２番 枝松直樹議員 議席番号１２番、枝

松直樹でございます。 

 今回は、３点にわたって大きく質問をさせて

いただきます。 

 最初は、旧村尾旅館の利活用についてであり

ます。 

 昭和２１年１月１日、昭和天皇は、新日本建

設に関する詔書を発しました。その詔書の中で、

天皇は自ら現人神という概念を否定したことか

ら、この詔書は「天皇の人間宣言」とも呼ばれ

ております。 

 天皇は、次のように述べられておられます。

「天皇と国民との間の結びつきは、常に相互の

信頼と敬愛によっており、単なる神話と伝説に

よるものではない。また天皇を神であるとし、

日本国民を他民族より優れた民族であり、世界

を支配する運命を持つものという根拠のない概

念に基づくものではない」と明確にそれまでの

天皇像を否定されました。 

 その後、昭和２１年１１月３日に新憲法が公

布され、翌昭和２２年５月３日に施行されたの

ですが、天皇の全国巡幸は憲法が公布される前

の昭和２１年２月から始まりました。 

 連合国が天皇をどのように扱うか分からない

中、天皇の側近たちは天皇のイメージを戦争か

ら切り離すと同時に、国民からの天皇制への支

持を再編する必要に迫られ、そこで行われた政

策が戦後巡幸であると言われております。 

 天皇は、全国巡幸の意義について次のように

語っておられます。「この戦争によって祖先か

らの領土を失い、国民の多くの命を失い、大変

な災厄を受けた。この際、私としては、どうす

ればいいのかと考え、また退位も考えた。しか

し、よくよく考えた末、この際は全国をくまな

く歩いて国民を慰め、励まし、また復興のため

に立ち上がらせるための勇気を与えることが自

分の責任と思う」とこう述べられました。 

 こうして、東北巡幸は昭和２２年８月５日か

ら１５日間かけて行われました。天皇の側近は、

酷暑の中での巡幸を避け、９月に入ってからの

巡幸を進言しましたが、天皇は「国民は皆汗を

流して働いている。自分の体は心配に及ばな

い」と側近の進言を退けたといいます。 

 それまでの巡幸では、宿泊先は、かつて藩主

であった伊達、佐竹、酒井などの名士の邸宅、

あるいは知事公舎や学校など公共の建物であり

ました。そのような中、天皇が日本で最初に民

間営業の宿泊施設に宿泊されたのが旧村尾旅館

でありました。昭和２２年８月１６日のことで

す。 

 村尾旅館に宿泊された天皇は、物珍しそうに

旅館内を御覧になり、「宿屋というものは、人

を泊めるのに何と具合よくできているものか」

と感心されたといいます。 

 さきの人間宣言を経て、日本国憲法が施行さ

れた３か月後に、日本国の象徴となられた天皇

が初めて民間の宿に泊まられたという事実、私

はここに着目いたします。これは、象徴天皇の

具現化、実質的な始まりと位置づけることがで

きる大きな事件と言えないでしょうか。 

 巡幸の目的は、神格化されていた天皇が、国

民に直接会って激励することであり、そのこと

に思いをはせれば、村尾旅館から日本の象徴天

皇制が始まったと考えても過言ではないと思う

のです。 

 日本が民主的な国家として復興に向けて動き

出す中での歴史的な一ページとして記憶にとど
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め、これを後世に伝えていくべき事実と私は考

えます。 

 あの離れが解体されてしまったら、昔そうい

うことがあったらしいという単なる伝承だけで

終わってしまいます。あの離れは残すべきもの

です。日本の天皇制と戦後の民主主義を考える

ときの記念碑と言える建物だと思います。 

 あの木造の純和風と言える離れの奥に洋室が

一室ありますが、その異様なたたずまいに私は

一瞬たじろいでしまいました。昭和天皇がお泊

まりになられた部屋はそんな雰囲気を放ってお

ります。この部屋を直接見ることができるとい

うことだけでも大きな価値があると考えます。 

 この巡幸は、当初は、国民からどう受け止め

られるであろう、石持て追われるのではないか

という心配もあったそうですが、実際は全国各

地で熱狂的な歓迎を受け、そのあまりの熱狂ぶ

りに驚いたＧＨＱは、日本が戦前の皇国体制に

戻ることを恐れて巡幸を一時中断させたことが

あったといいます。巡幸には、ＭＰが付き添っ

て監視を続け、群衆が集まり過ぎて収拾がつか

なくなると空砲を撃って鎮めたことが２回ほど

あったようです。 

 天皇から直接激励を受けた多くの国民は復興

への願いを改めて強くしたということでありま

すが、天皇の村尾旅館滞在を上山市の歴史的事

実として記憶し続けることに大きな意義を見い

だすものです。 

 ここまで、旧村尾旅館の歴史的価値について

述べてきましたが、私は昨年、令和２年３月定

例会において、旧村尾旅館を活用した市の活性

化策について伺いました。しかし、その回答は、

「現段階では民間同士で旅館再生に向けた調整

中であり、土地や建物についての活用可能性、

活用可能な範囲も明らかでないなど、議論の前

提が整っていないことから、各提案について見

解を述べることは差し控えたいと思います」と

のことでありました。 

 その後、調査期間を経て、去る５月２０日に

「旧村尾旅館に係る上山市の方針について」が

発表されました。その中で、市の関与について

は、「本市が取得して活用する考えはなく、民

間の取引の中での利活用が前提」とし、その上

で、「民間の取引の中で、本市にとって今後の

まちづくりに寄与するような利活用計画である

ならば、財政面での支援の必要性を判断してい

くこととする」と記されております。 

 これが現時点での市の結論と言えるものでし

ょうが、私が昨年質問した各項目について、改

めて回答、見解を伺いたいと思います。 

 私としては、昨年の質問と同様に、旧村尾旅

館は市が取得した上で、次の４点の活用を図る

べきという視点は変わりません。 

 第１には、日帰り入浴施設としての活用であ

ります。 

 第２は、まちなか散策・クアオルトウォーキ

ングの拠点としての活用です。葉山と西山への

距離も遠くなく、クアオルトウォーキングの発

着点にして、ウォーキング後の入浴とセットに

して普及を図ることができると思います。 

 第３は、大型バスの駐車場としての活用です。

旧村尾旅館の駐車場と上山城の駐車場を一体的

に使うことで、その活用の幅が広がると思いま

す。 

 第４は、登録有形文化財の離れの活用です。

上山城は郷土資料館としての機能を持っており

ますが、共通入館券を発行するなどして一体的

に運用することも可能と思います。 

 私は、本市の観光の切り札は旧村尾旅館にあ

ると考えていますので、上記４点について市長
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の御所見を伺います。 

 次の項目です。幼児と児童生徒へのマスク着

用基準について伺います。 

 これから夏を迎える中で、マスクの着用によ

るリスクを心配する声が私の下にも寄せられて

おります。 

 そんな中、今年２月１８日に大阪府高槻市の

市立小学校での体育の授業で、５年生の男子児

童が５分間の持久走をした直後、体調が急変し、

救急搬送の後、死亡したとの報道が去る５月２

７日になされました。マスク着用と死亡との因

果関係はまだ不明としていますが、持病もない

元気な子どもの急死は、運動時のマスク着用の

危険性について改めて議論が起きています。 

 最初に、保育所や幼稚園での幼児のマスク着

用の取扱いについて伺います。 

 厚生労働省の令和３年３月２９日付事務連絡、

「保育所等における新型コロナウイルスへの対

応にかかるＱ＆Ａ」について、これは第九報と

なっています。版が重ねられて、第９版という

ことです。これにおいては、２歳未満では着用

は推奨されないとし、「２歳以上の場合であっ

ても、登園している子どもが保護者の希望など

からマスクを着用している場合は、マスク着用

によって息苦しさを感じていないかどうかにつ

いて十分注意していただき、持続的なマスクの

着用が難しい場合は、無理して着用させず、外

すようにしてください。なお、ＷＨＯは５歳以

下の子どもへのマスクの着用は必ずしも必要な

いとしております」と記した通知を流しており

ます。 

 この事務連絡を受け、習志野市の保育所では

この４月から３歳以上クラスの児童には一律に

マスク着用を求めないこととし、４月２日付で

「マスク着用を推奨いたします」と改訂した通

知を出しています。 

 本市保育園では、令和２年５月に決定された

対応策によると、３歳児以上のクラスにマスク

着用を求めていますが、表現は「なるべく着

用」となっております。「なるべく」という表

現は着用しなくてもいいと解釈できますが、本

市においても教育委員会と連携して、保護者向

けに習志野市のような認識に立って、「マスク

は一律に着用を強制するものではない」という

内容を明記した通知書を出すべきと考えますが、

熱中症が心配される夏を前に、市長の御所見を

伺います。 

 次に、児童生徒への対応ですが、さきの高槻

市の事例では、亡くなった男子生徒はマスクを

つけて授業に臨んでいて、先生は児童らに「マ

スクを外してもいい」と伝えましたが、「感染

などが心配な人はつけてもよい」とも指導した

ということです。 

 自由に選択をさせるのだから問題がないよう

に思えますが、ここに問題が潜んでいたと思い

ます。マスクを着用するかしないかという判断

を小学生の子どもに委ねている点であります。

亡くなった児童の父親は、「生徒たちにマスク

をつけるつけないの選別を委ねないでいただき

たい。運動中のマスク着用の危険性を改めて周

知してほしい」と注文をつけ、「運動時のマス

クの使い方を見直すきっかけになれば、息子の

生きたあかしになると思う」と話しております。 

 子どもによっては苦しくても苦しいと言えな

い性格の子もいるわけですから、今まで以上に

マスク着用に対して明確な指導が求められると

思います。 

 一方で、全て現場の先生の責任にされてしま

ったら、先生もたまったものではありません。

事件が明らかになった翌日の５月２８日には、
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萩生田文科相が「間隔を十分確保するなどの感

染対策を講じた上で、体育の授業においてはマ

スクの着用は必要ない」、「改めて学校などに対

し、必要な情報を分かりやすく周知したい」と

述べました。 

 高槻市教育委員会では、令和２年９月７日付

のマスクの着用について指導指針を発していま

す。「熱中症のリスクが高くなるときは、登下

校時には、人の十分な距離を確保できる場合に

は、マスクを外すよう指導すること。体育の授

業におけるマスクは必要としない。マスクを外

している間は、児童生徒の距離を２メートル以

上確保すること。児童生徒がマスクの着用を希

望する場合は、着用を否定するものではないこ

と」という内容です。それでも事故は起きまし

た。命を救うためのマスクによって命が奪われ

る、まさに本末転倒であります。 

 本市においても、各学校統一の基準で先生に

よって違いがない指導法をどうつくっていくの

か。早急に現場の意見を取り入れた指針づくり

に着手し、周知すべきと考えますが、教育長の

御所見を伺います。 

 次に、３点目でありますが、大森治豊博士の

遺徳顕彰について伺います。 

 令和２年６月定例会の一般質問において、大

森治豊先生の胸像の眉川橋への移設についてお

尋ねしましたが、今回は形を変えて、大森治豊

博士の遺徳を顕彰する観点から質問いたします。

もっと多くの市民に博士のことを知っていただ

き、後々まで伝えていただきたいとの思いであ

ります。 

 明治１８年４月２８日、最新の防腐法を駆使

した日本で最初の全身麻酔による近代的帝王切

開手術に成功し、母子ともに命を救ったのが大

森博士でございます。この成功は神業とたたえ

られ、大森博士の名を全国に知らしめることに

なりました。 

 現在、日本の帝王切開の割合は約２割であり、

赤ちゃんの５人に１人は帝王切開ということに

なりますが、帝王切開を受けた妊婦でも大森博

士のことは知る人はほとんどいないのが現状で

す。せめて、上山市民だけでも知ってほしいと

願うものです。 

 博士は、嘉永５年（１８５２年）１１月１０

日に神田に生まれ、７歳のときに上山の藩医で

あった父に連れられて、安政６年（１８５９

年）に江戸から上山に移住、かつて小林病院の

あった場所に菅沼徳兵衛氏の所有地を上山藩が

買い上げたとのことで、ここが住居跡地になっ

ています。藩校明新館に学び、上山には１７歳

まで暮らしたようです。出生地は神田ですが、

出身地またはふるさとになると、どの文献の略

歴にも出羽の国上山、あるいは上山市と記され

ています。紛れもなく本市出身者と言っていい

のです。 

 博士は大変な勉強家で、中国医学の古典「傷

寒論」を徹底的に学び、十四、五歳で若先生の

名を得て治療に当たり、名指しで先生の診察を

乞う者が多かったということで、時には召され

て藩主松平公にも進講したとのことでございま

す。 

 明治１２年１１月に東京大学医学部を卒業、

その年の福岡県の招きに応じて、福岡県福岡医

学校教頭兼福岡公立病院長心得に就任したので

すが、これには裏話がありました。 

 山形市立病院済生館は、明治１１年に山形県

立病院として、当時の山形県令の三島通庸の

「山形の近代化を図る」という構想の下に竣工

しました。東北地方で最も早く西洋医学を取り

入れ、診療のほかに医学校が併設され、オース
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トリア人医師ローレツを金沢医学校から招聘し

ました。しかし、実は東大医学部第１回生卒業

の大森博士が先に内定していたというのであり

ます。 

 ところが、採用を前提に山形に来て、県当局

と面談したところ、提示された待遇面に不満が

多々あり、結局、福岡に赴くことになったので

す。 

 宇留野勝弥先生によりますと、もし大森博士

が済生館に来ていたら、「当然東北大医学部が

山形にでき、それが基幹となりやがて東北総合

大学に発展したわけで、文化都市仙台と山形は

全く所を変えていたであろうと思うと、ふるさ

と山形のため千載痛恨事と言わなければならな

い」と語っておられます。 

 赴任後の九州大学設立までの大森博士の貢献、

日本外科学会の設立など、日本の医学界を牽引

した大活躍を見るとき、宇留野先生の言葉もそ

のとおりと納得する次第であります。 

 明治３６年、京都帝国大学福岡医科大学、現

在の九州大学が創設され、初代学長兼附属医院

長となり、九州大学病院には、九大の父として

フロックコートに身を包んだ大森博士の大きな

銅像が建っていますし、東門から大学病院へ至

る道は「大森通り」の名で今に残っています。 

 本市の大森先生の顕彰碑としては、上山小学

校の脇に、宇留野先生が昭和４７年１１月に建

立し、市に寄贈した胸像があります。そして、

胸像の横には「大森治豊先生帝王切開百周年記

念」の碑が建っています。これは、昭和６０年

１１月に九州大学医学部同窓会が全額負担し、

大森先生の胸像の周辺工事を行った記念碑であ

ります。 

 １０年前の平成２３年８月２０日に開かれた

「九州大学医学部のきらめく博士たち」という

九州大学医学部の歴史を語るシンポジウムにお

いても、「大森学長のふるさとは山形県で、蔵

王山のふもとの上山市です。歌人の斎藤茂吉と

ともに、郷里の二大偉人として敬慕されていま

す」と紹介をされています。 

 しかし、大森博士を知る人は年々少なくなっ

ているのが現状です。このようなことから、

「我が国における内臓外科の開祖、外科の神

様」と言われた大森博士の遺徳を上山市として

しっかり顕彰すべきと思う次第です。 

 教育委員会として大森博士の遺徳をどのよう

に評価しているのか。まずは、副読本を作成し

て学校でしっかり教えるべきと考えますが、教

育長の御所見を伺って質問といたします。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員に対する答

弁の前に、この際、正午にもなりますので、昼

食のため休憩いたします。 

 午後は１時から会議を開きます。 

    午前１１時４９分 休 憩 

                  

    午後 １時００分 開 議 

○長澤長右衛門議長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 枝松直樹議員の質問に対する答弁を求めます。

市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 １２番枝松直樹議員の御質

問にお答えいたします。 

 初めに、旧村尾旅館の利活用について申し上

げます。 

 登録有形文化財の離れを含む旧村尾旅館の利

活用については、民間主導で進めるものであり、

本市が取得して活用する考えは持っておりませ

ん。 

 次に、幼児へのマスク着用基準について申し
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上げます。 

 本市においても、厚生労働省の通知のとおり、

一人ひとりの発達状況を踏まえる必要があるこ

とから、一律の着用は求めておりませんので、

趣旨が伝わるよう改めてお知らせしてまいりま

す。 

○長澤長右衛門議長 教育長。 

〔古山茂満教育長 登壇〕 

○古山茂満教育長 １２番枝松直樹議員の御質

問にお答えいたします。 

 初めに、児童生徒へのマスク着用基準につい

て申し上げます。 

 これまで、文部科学省及び県教育委員会の通

知を受け、各学校に学校生活の場面及び活動に

応じたマスクの着脱について通知し、指導して

おりますので、新たに指導指針を示す考えはあ

りません。 

 なお、今後、児童生徒の熱中症も心配される

ことから、３密を避けるなどの感染防止対策を

十分取り、状況に応じてのマスクの使用など、

適切な対応の指導を徹底してまいります。 

 次に、大森治豊博士の遺徳顕彰について申し

上げます。 

 大森博士に関しては、上山市教育委員会作成

の「かみのやま人物記」、道徳郷土資料集、小

学校３・４年生で使用する社会科副読本「わた

したちの上山市」の中で取り上げておりますの

で、新たに副読本を作成する考えはありません。 

 これらの副読本や資料集には、大森博士をは

じめ、郷土上山が生んだ多くの先人の功績がま

とめられておりますので、これらを活用し、先

人の志や生き方などに触れながら、ふるさと上

山への愛着と誇りを持つ子どもを育成してまい

ります。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 まず、順次再質問を

させていただきます。 

 まず、旧村尾旅館の利活用についてですが、

私は昨年と同様に４点にわたって個別のことに

ついても伺ったわけですが、今回はそれに対す

る回答はありませんでした。これは、私は取得

を前提にしておったものですから、取得しない

のだから答える必要はないと、こういうふうに

判断したところですが、そうでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 １問目は、取得する考えは

ないのでそういうことで答えましたが、２問目

でそういう質問がありましたので、お答えした

いと思います。 

 まず、市が取得するという前提でございます

が、１つはまず固定資産税１，４００万円です

が、これがなくなるということになります。あ

ともう一つですが、総事業費、これが果たして

どれぐらい想定しておられるのかということが

我々にとっては大変疑問でございますし、そし

てまた、解体費につきましても、我々の試算で

は離れを除いて約５億円でございますが、アス

ベストがあるとすると約１０億円になるだろう

という試算をしております。 

 そういう中で、４つの項目がありましたので、

４項目答えたいと思いますが、まず、日帰り温

泉でございますが、これは採算が取れるのかと。

あと、ここに資料がありますけれども、由布院

温泉、クアージュゆふいん、これが繰入金とし

て１億８００万円、あと天童市はこれは指定管

理料として１，０００万円、中山町がこれも指

定管理料として６００万円、山辺町が７８０万

円ということです。今我々は共同浴場というよ

うなことでそれぞれの団体に補助金を出さない

でやっているわけですよね。ですから、果たし
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てそれとの整合性が取れるのかということ。 

 もう一つは、現在まちの中でも日帰り温泉を

やっている旅館がありますよね。と同時にこの

たび、弁天地区でございますが、あの施設等に

ついても聞くところによると日帰り温泉をやり

たいというようなことがありますので、そんな

に市の中に、しかも市直営で日帰り温泉をつく

る価値があるのかと、必要性があるのかという。

そしてまた、波及効果というものがあるのかと

いうのが大変心配な点でございます。 

 あとクアオルトコースとありましたけれども、

私も毎日のように歩いていますけれども、必ず

しもここが起点でないと駄目だという人は誰も

おりませんし、また私も歩いていますけれども、

お城からでも十分ですし、あえてここを起点と

するという必要性はないと感じております。 

 あと、大型バスですが、今御案内のとおり、

旅行形態が大分変わっていますよね。家族化と

か小グループ化になっておって、大型バスに乗

って、まあコロナ禍であるということもあるか

もしれませんけれども、ほとんど見られないと。

そういう中で、果たしてある程度の投資をして

大型バスの駐車場を設ける必要があるのかとい

うことが懸念されます。 

 あと、もう一つの離れでございますが、これ

をどういう形で離れを活用するのか私は分かり

ませんけれども、少なくともあの整備にもまた

結構かかりますし、松の木なども倒れておりま

すし、それなりの見せる場となればかなりの投

資が必要だと思いますし、果たしてその見学コ

ースの中の離れ一つということになって、リピ

ーターも含めてどれくらいの人に来てもらえる

のかということですよね。 

 そして、もう一つは、あの離れを旅館とかあ

るいは料亭とか、そういう形で利活用したらど

うだという声をもありました。私も何人かの経

済人に当たりましたけれども、全ての人に断ら

れました。もうあそこはやれないということで

ございました。 

 以上の理由ですけれども、全体の規模を含め

てこれほどの予算を使って、市が、自治体があ

そこの全体の経営をやっていく意味合いがある

のか、価値があるのかということを考えたとき

に、私は民間同士でやっていただいて、そして

税収もいただいて、そして民間の発想でやって

もらうのが一番いいという判断、決断をしたと

ころでございます。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 個別に今お話を聞い

て、市長の思いもある程度分かったということ

になりますが、私もちょっと歴史の勉強のよう

に、１問で旧村尾旅館の価値について、昭和天

皇がお泊まりになった部屋について長々と述べ

させていただきましたが、これについて、私は

市が保存しなければこれは保存し切れないので

はないかと思っていたものですから、その昭和

天皇の宿という点についての市長の考え方はい

かがなものなんでしょう。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 昭和天皇、全国巡幸したわ

けですから、一番最初が旧村尾旅館だったとい

う話を承りましたけれども、全国でもいろんな

旅館とかそういうのに泊まっていると思うんで

すね。ですから、それが果たしてそういう価値

観として、あるいは歴史的な建造物としてどう

いうふうに保存するのかということだと思いま

す。市の土地とか、あるいはあの離れがそんな

あれほどの広大の土地の中にないとすればそれ

は考えられるかもしれませんけれども、あの広

大な土地の中でぽつんとあるということについ
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ては、例えば歴史的なものを重んじる方もおる

でしょうけれども、ただあそこを仮にレストラ

ンとか何かにした場合に、果たしてこれからの

若い方々が昭和天皇ということでそこに来るか

と。むしろ私は、この建築は例えば丹下健三で

あるとか、由布院はそういうことをやっていま

すけれども、やっぱりそういったことにだって

移る可能性は十分にあると思うんですよね。で

すから、歴史建造物としてそれを残すという価

値が、あれを造れたら、造れる人はいないと思

いますけれども、それなりに保存といいましょ

うか、それを市が広大な土地を買って、それを

そこに保存するという価値があるかどうかとい

うのは私一存では決められないかもしれません

けれども、現時点においてそういう投資はなか

なか難しいのではないかなと考えております。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 まずは、承りました。 

 かみのやま温泉駅松山線沿いに廃業したホテ

ルがあります。あと、湯町にも廃業した老舗の

旅館がありますが、両方とも解体しなければい

けないような状態に既になっていると思うんで

すね。この旧村尾旅館につきましても、平成２

８年５月からですから、既に５年が経過してい

ます。 

 そして、この先、民間同士の調整が、展望は

あればいいんですけれども、あれだけの広さで

すから、また数年が費やされると、たしか市の

報告書にもあったと思いますが、これが周辺に

悪影響を及ぼすということが懸念されるような

記述がありました。新館部分が残り、廃屋状態

になることは悪影響を及ぼすと言っているわけ

ですけれども、もし何とも現状が動かない、膠

着して動かない状態になって廃屋同然になった

場合には、仮定のことですから答えられないで

しょうかね。どういうことが想定されるでしょ

うか。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 湯町と松山線の通りについ

ては、言ってみれば持ち主がはっきりしていな

いとか、あるいはその能力がないというところ

でございます。旧村尾旅館については、きちん

としたファンドがついておりますので、ファン

ドが今動いておりますので、そこはそういった

形での交渉があの２つに比べればできるんだろ

うと認識をしております。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 ファンドの力がそれ

なりにあるから、そこに期待をするという意味

で私今理解いたしましたが、それは未知数とい

うことで、私は１問でも申し上げたんですけれ

ども、旧村尾旅館、そして上山城、この２つが

融合することによって、十日町からずっと下大

湯、湯町、武家屋敷、こういった周辺のエリア

の価値が高まると思っております。それはこの

報告書の中にも記載されていますね、そういっ

たことが。 

 副市長はこれは得意分野かもしれませんが、

エリアマネジメントのやり方で駅東のほうにつ

いて開発をするというようなことをおっしゃら

れているようでございますが、このエリアマネ

ジメント、そしてエリアリノベーションという

言葉もありますが、旧村尾旅館を整備すること

によって、今先ほど申し上げたこの上山城周辺

の一帯が価値としてかなりぐっと上がってくる

と。これが今後の上山のいわゆる切り札になる

のではないかというのが私の持論なわけですが、

そうしたことについては、これ以上申し上げて

も何ともならないようなので、これ以上踏み込

むことはいたしませんが、やはり一つのことだ
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けを見るのではなくて、その周辺、エリアとし

て捉えるという考え方、これについて市長の所

見をお伺いします。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 そのことは我々も十分に検

討しております。ただ、あの旧村尾旅館につい

て、これだけの財源を使って、まだ分かりませ

んよ、我々、どれぐらいかかるか。使って、そ

の上山城との融合性ということでございますが、

果たしてそれだけの投資をしてそれだけのもの

を造る必要があるのかと、価値があるのかとい

うことだと思います。 

 これは、我々の財政規模、あるいはそういう

投資計画の中でやりやすいということであるな

らばやるかしれませんけれども、これだけの投

資をして果たしてやるべきかということは議員

の皆さんもどうかなと、私も思っています。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 なかなかそこはアイ

デアといいますか、知恵の出し合いどころでは

ないかという気もいたしますが、民間がやって、

それに対してそのプランが市にとってプラスに

なるのであれば、そこに財政的な支援をすると

いうことについてはやぶさかでないということ

は、これはそのとおりでよろしいんですか。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 それは、しっかりと計画な

り、あるいは事業規模なり、あるいは波及効果

なり、それを検討させていただいたときにしか

やるやらないを言うことはできません。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 観光庁が令和２年度

の第３次補正予算に既存観光拠点の再生・高付

加価値化推進事業という事業をつけているんで

すね。これを活用したのが全国でかなり多くこ

の事業を使った再開発というかね、行われてお

ります。群馬県ではみなかみ、草津、伊香保

等々のいろんな温泉地がこれを使って事業採択

を受けたようなんですけれども、上山が絡んだ

ものとしては、おもてなし山形株式会社が蔵王

温泉と上山を何かセットにしたような中で採択

されたと報道で伺っておりますが、これでいく

と、旧村尾旅館について市がこの事業を活用が

できるかどうか検討したことはあるでしょうか。

あるいは、地方創生拠点整備事業の適用などが

できるのではないかとも思ったりするんですけ

れども、この国の支援策について、旧村尾旅館

は該当しないという結論だったんでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 前首相のときに観光庁長官

と会って、旧村尾旅館の件についてのこの制度

について検討いたしました。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 検討した結果、この

補助金は使えないということになったんでしょ

うか。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 結論は使わないということ

でしょう。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 使えないのか、使わ

ないのかちょっと分かりませんが、いずれにし

てもこれ以上市長とお話をしても同じことだと

思うんですが、いわゆる投資効果に対して見合

うだけの価値が得られないと。それが全てだと

思いますので、十分またこの後も周辺に悪影響

を及ぼすようなことがないように、適正にあの

建物については管理をお願いするというふうに

しかならないようですから、ひとつよろしくそ

こはお願いをいたします。 
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 続いて、マスクについてちょっと話を進めさ

せていただきます。 

 市としては、市長、さっきの答弁では、マス

クの着用は一律には求めていないという回答で

ございました。趣旨が伝わるよう改めてお知ら

せしてまいりますということは、いや、実は市

でも今までも「なるべく」という表現でしたか

ら強制ではないと思っていましたが、１００％

つけているようです。そして、市の施設に準じ

るように民間の施設においても、そこはなるべ

くではなくてつけてくださいになっているんで

すね。ですから、市が発するメッセージという

のは受け取る側はその思いまでも酌んでいない

ようですから、趣旨が伝わるよう改めてお知ら

せしてまいりますというのは、いつどのような

内容の文書なのか、ちょっとお伺いいたします。 

○長澤長右衛門議長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 こちらのほうで

お知らせしたいと考えている内容は、具体的に

年齢や乳幼児の特性などを挙げながら、一律の

着用は求めていないこと、そしてその理由など

を明記したお知らせを発出したいと考えており

ます。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 マスクについては

様々な誤解もあるようでありまして、昨年、令

和２年９月２日に富山市教育委員会が富山市立

幼稚園の保護者に対してアンケートを取ったと

ころ、半分は誤解があったんですね。どういう

誤解かといいますと、簡潔に申し上げると、マ

スクというのは自分自身の感染を防ぐためのも

のではないと。自分が感染したときに人にうつ

さないためにマスクはするんですよと富山の教

育委員会では幼稚園の保護者に対してプリント

を配っているんですけれども、そうやって保護

者に対する正しい理解を求めているのですが、

こんな内容なども入るんでしょうか。課長のほ

うの先ほどの答弁の中身に関わることですが、

マスクというのは何のためにつけるのかという

ことさえも伝わっていない保護者が半分だとい

う中で、どういう形でお知らせするのかをちょ

っと伺います。 

○長澤長右衛門議長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 私どもも、保育

施設を運営するに当たり、厚生労働省で示して

いるガイドライン、通知、それらをきちんと理

解して、そして民間の施設にも伝えております。

このことについては、全て通知を行っており、

全ての民間園で同じ認識を持って保育に当たっ

ていると感じております。 

 その中で、もともとこの議員が例に挙げられ

ました厚生労働省のＱ＆Ａ、これは本年３月の

ものですけれども、当初から保育所におけるガ

イドラインというものは、乳幼児の発達の特性、

そしてその成長や発達段階に応じて大人が注意

をしなければいけないものだ、そういう認識で

当初からなるべくという形で強制はしないとい

う方針でずっとやってまいりました。これはＱ

＆Ａに示された以降も変わりありません。自分

で着脱がなかなかできない児童もいるという中

で、大人の配慮が必要というスタンスで強制す

るものではないということを具体的に理由を挙

げながら発出する予定でございます。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 保育園の子どもたち

の多くはキャラクター入りの布マスクとか、ウ

レタンマスクが多いんですね。耳に負担があま

りかからないようなやつ。ウレタンマスクなど

はぶかぶかになっているわけですよ。年中引っ

張っているし、頭にかぶっている子どももいた
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りして、本当にね、こんなものが効果があるの

か疑問です。シートをこう折っていれば別です

けれども、鼻の形に合わせて、それをしていな

いという着用の仕方というのは、意味のないマ

スクをなぜつけさせているのかという素朴な疑

問があって、私のところにその保護者が言って

くるわけですね。きちんとした正当な理由があ

れば強制もいいんですけれども、ほとんど意味

のないようなマスクのつけ方で、何で勧めてく

るのということについてはどうお考えですか。 

○長澤長右衛門議長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 先ほどの回答の

中で、議員の御質問にきちんと答えていない部

分がありましたので、改めて回答させていただ

きます。 

 マスクの効果については、コロナウイルスの

感染症対策としてマスクの効果というものが挙

げられました。感染症防止のために、マスク、

手洗い、そしてソーシャルディスタンスといい

ますか、換気やそれから距離ということでした

けれども、マスク、これは飛沫を浴びないとい

うこと、そしてせきエチケット、自分の飛沫を

人に出さない、そういう効果があってマスクが

推奨されてきたものと考えております。 

 保育所においても、そのようなことでマスク

はなるべくという形を取ってまいりましたけれ

ども、議員がおっしゃったように正しいつけ方

をしない限りはやはり効果は薄れるものと思い

ますので、正しい着用のできない子どもについ

ては、やはり配慮しながら汚れたマスクは随時

交換する、そしてなかなか気になって手を触れ

てしまうということもありますので、そういっ

た正しい着用のできないお子さんについては強

制はしない、そういうことを具体的に通知の中

にも書きたいと思っております。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 人の飛沫を浴びない

効果があるというのは、それはしっかりはめて

いる場合の話なんですね。最近、エアロゾル感

染という言葉を耳にすることがあります。これ

は飛沫ではないんですよね。飛沫よりさらに微

細な空気中に存在する浮遊しているものですか

ら、確かに吸い込み感染というのはあるという、

これはでも大人が予防する上でのマスクの着用

の効果という私は理解しておりますけれども、

保育所レベル、幼稚園レベルではなかなかそこ

まで難しいとは思いますが、ぜひ保護者の選択

という点について明記をした上で、民間の施設

についても同様に分かりやすい通知を出してい

ただくことを期待いたします。 

 次に、児童生徒、学校での扱いですが、先ほ

どあった市が申し上げたように、子どもに外す、

つけたままにするという判断を委ねていいのか

ということについての先ほど教育長の答弁には

ちょっとなかったように思いますし、そして、

何か事故があったときに担任の先生が集中砲火

を浴びるようではこれもまた担任としてつらい

立場にあると思うんですね。ですから、そうい

う現場でさらにもうちょっと判断の基準が示さ

れたような通知というのがないかという意味で

私は聞いたわけですけれども、その子どもに判

断を委ねること、そして担任の過大な責任にな

らないようにという点でお考えをお示しくださ

い。 

○長澤長右衛門議長 教育長。 

○古山茂満教育長 今のその話の前に、８日の

日、小学校の陸上の記録会がありました。こち

らのほうから教育委員会で各学校にお願いして

いること、指導していることがどうなっている

のかとつぶさに、私も審判してきたんですけれ
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ども、見てきました。そうしたら、軽い準備運

動のときはつけてやっていました。これはどこ

の学校もです。そして、あと自分の競技する順

番を待っているとき、待っているときもつけて

いました。そして、競技するときは外して、そ

して競技をしていました。最後のリレーなんか

は、リレーのコースに入るまでマスクをしてい

て、放送でマスクを取りましょうということで

スタートしたというそのような状況で、ばらば

らだというところはなくて、県とか文科省の通

知をこっちのほうから出しているわけですけれ

ども、学校の生活場面とか、先ほども言いまし

た学校の教育活動の中で、これは適切にしてい

るなということを感じました、一つは。 

 次に、子どもが例えば大阪の５年生の持久走

のことなんですけれども、それについて心配な

らばつけてもいいですよということだと思いま

すけれども、大体はそれは保護者が恐らく言っ

ているんでないかなというように思うんです。

そのときに、やはり学校で子どもを見ているの

が一番分かるわけですので、子どもがどういう

状況の活動をしているかと分かるわけですので、

そのときは保護者と相談をして、そしてその状

況に応じて外させるというのが私は一番いいの

ではないかなと思っています。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 今、体育の授業の話

なわけですが、登下校についても１メートル以

上離れて黙って歩く分にはマスクなしでも全然

問題ないと思うんですね。その辺についても指

導というか、みんな見ているとマスクをしなが

ら登下校していますけれども、特に下校につい

ては、横になってしゃべったりしているという

事実も私も耳にしておりますが、登下校につい

ても指導はされておりますでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 教育長。 

○古山茂満教育長 登下校については、これも

文科省、それから県の教育委員会の通知、それ

についての具体的な中身については学校教育課

長が申し上げます。 

○長澤長右衛門議長 学校教育課長。 

○塚原洋樹学校教育課長 県の通知もありまし

て、登下校については、スクールバスや公共交

通機関を利用する場合にはマスクを着用します

が、その他の場合に応じては、やはりこのとこ

ろ非常に気温、湿度、暑さなども大変高い日も

ありますので、そういった状況に応じて着脱す

るよう、学校でも指導しております。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 分かりました。子ど

もたちは周りを見ながら、自分だけ違うことを

するのにも勇気が要るかと思いますので、今後

ともそこは丁寧な指導をお願いいたします。 

 さらに、せんだって、私どもにプール、水泳

の授業をしないという通知が各家庭に配られま

したが、隣の宮城県では、市教委でこれはいつ

だったかな、通知を出しているんですね。１８

９、学校と幼稚園を含めてです。これは５月１

３日に出しましたけれども、水泳の授業をする

んですよ、仙台では。上山ではしない。 

 自治体によって、さっきの学校でのマスクの

着用もそうなんですけれども、保育所なんかも

そうなんだと思いますが、保護者から一歩引い

て見ると、そのずれが、自治体の対応が違って

いて何でなんだというやっぱりちょっと不信感

なども少しずつ芽生えているような気がいたし

ます。 

 仙台は、山形よりずっと感染者が多いのにも

かかわらず水泳をやると。富山市の教育委員会

にも電話しました。そうしたら、やると言うん
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ですよ。上山はやらない。これって一体何から

こういうずれがね。更衣室が狭いとかなんとか

といっても、そこは工夫の仕方があるんだろう

し、ぜひこういったことも含めて改めて見直し

ていただければと思います。 

 最後に、毎回大森先生になると時間がなくな

ってくるんですけれども、実は、大森先生の像

については、昭和４７年に宇留野先生があそこ

に建立したということは申し上げましたが、そ

の後、１３年後に、昭和６０年１１月に植え込

みができて、階段ができて、碑が建ったんです

よね。これを建てた医師は森本憲治という医者

で、やっぱり九大のＯＢです、医学部同窓生。 

 たまたま昭和５９年５月１４日に斎藤茂吉全

国大会があの市民会館があそこにあったときに

そこで開かれていて、森本先生は、俺は全然歌

は興味ないんだと、誘われて来たと。たまたま

散歩していたらそこに大森先生の像があったと、

もうびっくりしたというんですね。九州大学の

構内にはあるけれども、それ以外のところにあ

るとは知らなかったと。そして、斎藤茂吉とい

う名前は知っていたけれども、大森先生と同じ

出身地だということも初めて分かったと。この

ままにはしておけないだろうということで、九

州大学医学部同窓会があそこに周辺整備をした

というのが事のてんまつでありました。 

 私もそういったことまでは今まで知らなかっ

たんですけれども、そういった流れになってい

て、私としては観光のツールにはならないと思

いますが、九大のＯＢの方々、特に医学部の

方々は大森先生といったら神様なわけですね、

九大の開祖ですから。それが山形県の上山市と

つながっているということについて、私は数奇

ないろいろ運命も感じるところでありますが、

ぜひ子どもたちにそういったことを教えていた

だくとともに、今後何かの御縁で九大から上山

に訪問客が多数来るようなこともあったらいい

かななんていうことを申し述べて終わりたいと

思います。どうもありがとうございます。 

○長澤長右衛門議長 次に、６番棚井裕一議員。 

〔６番 棚井裕一議員 登壇〕 

○６番 棚井裕一議員 議席番号６番、会派孝

山会、棚井裕一でございます。 

 通告に従って順次質問いたします。 

 初めに、文化財を活かした魅力あるまちづく

りのために。 

 旧村尾旅館の活用に対する支援の表明につい

てです。 

 旧村尾旅館の活用について、ただいま同僚議

員の一般質問と重複する部分もありますが、私

からも質問いたします。 

 旧村尾旅館、とりわけ登録有形文化財である

離れは、上山城や武家屋敷と並びまちなか活性

化の重要な中核施設として活用を図るべきとの

立場から提案いたします。 

 昭和２２年、昭和天皇東北御巡幸に当たり、

民間の宿として初めて旧村尾旅館に宿泊され、

その後、陛下や皇室の方の御来県の際に宿舎と

して用いられるなど、民間旅館利用の先駆けと

なりました。 

 また、山形県にゆかりのある著名な芸術家た

ちの手によるふすま絵や建具などの美術工芸品

が多数現存しています。 

 加えて、かみのやま温泉街の観光客はもちろ

ん、市民にとっても訪問しやすい中心市街に存

在するため、連泊を促すことやまちなかクアオ

ルトの拠点としての活用も期待できる施設とし

て位置づけが可能です。 

 それゆえ、旧村尾旅館施設内に温浴施設を開

設すること、また厨房やホールを丸ごと貸し出
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せる施設を提供し、そこで市内や県内、海外の

郷土料理やご当地グルメなどについて期間を区

切って提供すること、さらに文化・芸術作品の

展示や芸能発表の場を提供するなど、大正や昭

和の薫りをも併せ持つ施設も併設することで、

多くの市民や観光客がまち歩きを楽しみ、健康

増進にもつながる拠点の実現が可能と考えます。 

 以上のような提案を、同僚議員と類似する部

分もありますが、歴史や文化に造詣が深く、今

後の本市の方針や対応に多大な関心を持ってい

る有識者などから話を伺いながら、提案する準

備を進めてまいりました。 

 しかしながら、令和３年５月、「民間取引の

中で本市にとって今後のまちづくりに寄与する

ような利活用計画があれば、財政面での支援の

必要性を判断していくこととします。ただし、

同館の新館部分だけが残るような状況にならな

いよう、旧館部分と併せ、所有者などの意向を

踏まえて計画への関与を検討していきます」と、

旧村尾旅館に係る市の方針が示されました。 

 そこで、示された方針を踏まえた上で提案い

たします。 

 登録有形文化財として、財産的価値のみを評

価基準とすることなく、歴史的価値を最大限考

慮し支援の在り方を明確にすること。そして、

その観点に立った支援について、所有者を通し

て購入検討者あるいは購入検討者に直接、文化

財として歴史的価値を有することやそれを踏ま

えた上での保存や活用内容に対してどのような

支援が可能か、その内容や金額、期間など、あ

らかじめ表明し保存され活用されるよう促すこ

とが必要と考えます。 

 この文化財、そしてそれに対する支援の表明

は、決して売買の際に足かせになるようなもの

ではなく、資産的価値を高めるものであるでし

ょうし、売買に関する両者のみならず、私たち

市民にとっても郷土の誇りとして保存や活用す

べきものとして理解されるものと確信いたして

おりますが、市長の御所見を伺います。 

 次に、観光に活用する紹介アプリの開発につ

いてです。 

 このたび、文化財を活かした魅力あるまちづ

くりについて質問するに当たり、改めて本市に

存在する文化財について確認しました。 

 国指定・県指定・市指定・登録、そして本市

所在の有形・無形、そして記念物を含めると実

に１００を超える件数を有し、その一つひとつ

を訪ね歩くだけでも郷土に対する理解を深めら

れることが分かります。「かみのやまの文化

財」という書籍では、その一つひとつについて

詳細に紹介されています。 

 また、生涯学習課で発行され、隣組回覧で案

内されている「かみのやま歴史・文化財さん

ぽ」では、市内の文化財を３人の子どもとおじ

いちゃんの会話を通して紹介する設定や構成が

非常に分かりやすく、世代を超えて興味が湧く

ものと思われます。 

 さらに、市立図書館で行われている「上山ふ

るさと散歩」では、様々な切り口で故郷にまつ

わる歴史や文化について、各分野に精通する講

師による講演が積極的に進められています。 

 こうした地域の文化財の情報を、訪れる地域

を体感したいという観光客に届けることで、上

山での滞在期間を延長し、観光目的地として選

んでもらう一つのきっかけになるものと考えま

す。 

 これらを受けて、今回かみのやまを紹介する

アプリの開発を提案いたします。イメージとす

るところは、神奈川県小田原市や岐阜県大垣市

が提供しているスマートフォンやタブレットで



－１０７－ 

使用できるアプリです。 

 観光施設検索では、歴史や文化、自然はもち

ろん食や体験など、分野別にマップ上で検索で

き、現在地からのルート検索も易しい上、写真

つきの説明や営業案内、イベント案内やアクセ

ス法など、観光ガイドブック一冊が詰め込まれ

たものと理解いただければと思います。まち歩

きモデルコースやポイントラリーなど、まち歩

きを楽しめる機能も備えています。 

 このようなアプリは、今後業績回復が待たれ

る宿泊業・飲食業や関連事業者へ向けた施策展

開の一つであり、観光周遊の拠点化及び体験型

観光の推進、さらには文化財も観光資源とし、

本市が旅行の目的地として選ばれる観光地域づ

くりに寄与する取組のまさに出発点とも言えま

す。観光に活用する紹介アプリの開発について

市長の御所見を伺います。 

 次に、図書データの共有による読書の選択肢

を広げる取組についてお伺いします。 

 山形県立図書館およそ８６万冊、これは上山

市立図書館およそ１６万冊の実に５倍の蔵書量

です。この山形県立図書館では、山形県図書館

協会に加盟する県内の公共図書館の間で所蔵す

る図書館資料を一定期間互いに借りたり貸した

りできます。これが相互貸借です。そのほか、

県立図書館では学校の先生が授業で使用したり、

学校・施設で読み聞かせボランティア活動等の

ため多くの資料を必要とする場合や、長期間必

要とする場合、「特別貸出」の制度があります。 

 しかし、身近な図書館である市立図書館と子

どもたちにとって一番近い学校図書館との相互

貸借はいまだに実現できていません。例年、予

算が限られている中での図書購入がされている

現状では、本への興味を持つきっかけ、読書そ

のものや知への欲求を満たす場としての学校図

書館としての役割が果たせなくなることが危惧

されます。 

 もちろん、蔵書量が多ければ全てが解決する

ものではありません。子どもたちにも市民にも

その本や読書の魅力を伝え、探求心を満たすの

も大きな役割です。そのほか、公立図書館や学

校図書館の使命や役割についてここで述べるこ

とは省略しますが、いずれも知的欲求を満たし、

自己教育に資するとともに、情報を入手し、芸

術や文学を鑑賞し、健全な教養を育成し、文化

の創造に関わる場という旨が定義されています。 

 千葉県館山市では、市立図書館が小中学校の

先生に対して次のようなメッセージを発信して

います。「公立図書館と学校図書館では役割に

違いがあります。学校教育の現場の方々からの

要望に沿った資料を全て提供できるとは限りま

せん。学校での学習にはまず学校図書館を活用

していただいた上で、公共図書館は足りないと

ころを補う、そんな協力補完の役割を果たして

いきたいと考えています」とする一方で、公立

図書館同士の相互貸借は図書館サービスで規定

されているものの、学校図書館との間では実施

されていないため、学校図書館での購入や学校

図書館同士の連携が求められています。 

 また、多くの自治体の子どもたちは、「貸出

図書の増加」や「面白い本の紹介や展示」を望

んでいる割合が多いことや、学校の図書館を利

用しない理由については、「ほかのことをした

い」、「読みたい本が置いていない」が学年を問

わず高い割合となっています。一つの学校とし

て捉えず、学校間あるいは公立図書館も含めた

解決策の検討が迫られているところです。 

 以上のことから、それぞれ果たすべき役割に

違いがあることも理解した上で、図書データの

共有による読書の選択肢を広げるために、全て



－１０８－ 

の市立小中学校と市立図書館の相互貸借を実現

していただきたく提案いたします。 

 それを実現した上で、団体貸出しでは不可能

な要望の掘り起こしや市民のニーズにも応えら

れる可能性も高まります。さらに、この連携で

特色ある図書購入を各学校や市立図書館が分担

することも可能になり、効率的かつ膨大な蔵書

量を誇る大きな図書館が実現できるものと思わ

れます。 

 教育長の御所見を伺います。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ６番棚井裕一議員の御質問

にお答えいたします。 

 初めに、旧村尾旅館の活用に対する支援の表

明について申し上げます。 

 登録有形文化財の離れを含む旧村尾旅館の活

用については、民間主導で進めるものであり、

活用内容が決定する前に支援を表明する考えは

持っておりません。 

 次に、観光に活用する紹介アプリの開発につ

いて申し上げます。 

 紹介アプリを導入した自治体によっては、多

額の費用を要したり、利用率が伸び悩んだりと

課題があると聞いております。 

 紹介アプリの開発については、利用目的や費

用対効果、活用方法などを調査・研究しながら、

観光関係団体と協議し、判断してまいります。 

○長澤長右衛門議長 教育長。 

〔古山茂満教育長 登壇〕 

○古山茂満教育長 ６番棚井裕一議員の御質問

にお答えいたします。 

 市立図書館と学校図書館との相互貸借につい

て申し上げます。 

 市立図書館の蔵書はホームページで検索する

ことが可能であり、子どもたちが市立図書館を

訪れることで、より多くの図書に触れる機会が

増え、読書への関心を高めることが重要である

と考えていることから、図書データの共有によ

る相互貸借を行う考えは持っておりません。 

 引き続き、学校を通じて市立図書館の利用を

促してまいります。 

○長澤長右衛門議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 先ほどの同僚議員のや

り取りでも多くの部分で御回答いただいたとこ

ろでもありますので、まず、お伺いします。財

政支援の判断も考慮すると予定もないわけでは

ないような、その判断基準として今後のまちづ

くりに寄与するような利活用計画があればとい

うふうな文言がありました。本市の考える今後

のまちづくりというのはどのようなものを想定

しているのか。あるいは基準として考えている

のか、お伺いします。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 現時点においては、何せ広

大な土地でございますので、果たして一体的に

活用ができるのかどうかということもあります

し、または分割の活用方法もあると思います。

そういったときにまちの活性化、例えば先ほど

議論いたしました離れの部分とか、それをどう

いう形で利活用してまちの活性化、人のにぎわ

いの創出ができるとか、やはりそういった具体

的なものが表れてきた場合に対して、市のお手

伝いといいましょうか、支援がどこまで必要な

のか、できるのかということを判断しなければ

なりません。必ずしもその要求といいましょう

か、それに対して１００％の回答ということだ

ってあり得ないこともあるわけでございますが、

いずれにいたしましても、なかなか大変な難し

い問題です。ですから、これを短期的にという
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のはなかなか難しい面もあろうかと思いますが、

息の長い対応ということも視野に入れながら、

そういった対応をしてまいりたいと考えており

ます。 

○長澤長右衛門議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 今、市長からお伺いし

たところによると、どのようなものを想定とか、

基準とかというのは具体的には今のところない

というような、提案されたもので精査していく

というふうに理解してよろしいんでしょうか、

お伺いします。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 何せよそ様の土地ですから、

隣のうちの土地の議論をしたって始まらないわ

けですから、それはいわゆる地主のほうからど

ういう形でやっていきたいという提案があって

初めて我々はそれに話に乗っていくという道筋

だと思っております。 

○長澤長右衛門議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 今お伺いしたところに

よると、特にこの離れに対して明確な考えを持

って売買に関与しないというふうなこともお伺

いしました。まして、よそ様からよそ様という

こともありましたけれども、この文化財として

の離れが売買、両者の成り行きによっては全く

活用されず、保存も修繕もされず、なくなって

も仕方がないというんですか、了とするという

ふうな立場でいらっしゃるのかどうかお伺いし

ます。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 具体的には、そういう提案

とかそういうものがないわけですから、こちら

からただ離れと、重要文化財ですからそうだと

思いますが、離れをどうするかということにつ

いては、やはり旧村尾旅館全体の中での離れな

わけで、広大な土地の中での離れなんですよね。

ですから、離れだけを我々が取得して云々とい

うことはあり得ないわけで、やはりあの土地の

半分、あるいは全体を取得しない限りは、我々

が主体的にあの離れを利活用することは基本的

にはできないわけです。 

 ただ、開発業者がその離れが歴史的な建造物

であることなどからうまく利用して、これから

の利活用を含めて、その離れを生かしていきた

いという計画であるというようなことがあれば、

それに対して何らかの支援といいましょうかね、

そういった相談が仮に市に対して来たときに、

仮の話ですから答えることはできませんけれど

も、そのときには考慮するとか、そういった考

えも持つこともあり得るんだろうなという気持

ちは現時点では持っております。 

○長澤長右衛門議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 私もこのように申し上

げてはいますけれども、過去の幻想のみに引き

ずられ、あるいはしがみつきとらわれていたの

では、この現状、現実を直視して未来を切り開

いていく行動を起こすことはもちろん不可能だ

と思っていますので、一にも二にも保存ありき、

修復ありきと考えているということではないと

いうことです。 

 先日、まちづくりとして、本市においても都

市再生推進法人が指定されていますけれども、

まちづくりの新たな担い手として公的な位置づ

けがされています。行政からも理事として参加

されていて、このまちづくりについてなんです

けれどもされていますので、ぜひ、外注のみの

よくコンサルタント頼みでまちづくりというこ

とが行われている自治体もありますけれども、

外注のような空気を執行部も含め、市役所全体、

職員全体に漂わせることなく、必要な知識や経
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験を若手職員に積ませて、上山市の未来のため

に自身の力を発揮しようと集まってくださった

役所の職員、若手職員たちにこれからのまちづ

くりに大いに興味を持っていただき、参画させ

ていただいて、職員のモチベーションを引き上

げスキルアップを図っていただきたいという思

いがございます。このまちづくり、先ほども最

初に触れましたまちづくりの関連において市長

から答弁いただいたところですけれども、支援

の表明をしない状態では、もう見守るというよ

りも見放す、諦めているというふうに取られか

ねないというのがこの出発点なわけです。です

から、どういう立場、どういう軸足を持ってい

るのかという考えをしっかり表すのも行政の立

場として必要なのではないかと思いますが、改

めてお伺いします。 

○長澤長右衛門議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 はっきりしておるんです。

民間活用でやっていただきたいと、これが基本

的なスタンスです。 

○長澤長右衛門議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 まあ、活用内容などを

精査しながら、今後の１０年、２０年、３０年

先を見据えた活用内容もしっかり判断いただき

ながら、支援すべきときには惜しげもなく支援

していただければと思います。 

 次に、今回、この観光アプリを提案したのは、

様々な形で、１問目でも言いましたけれども、

紹介されているものの、地元にいる市民でさえ

認知度や理解度は高いとは言えない文化財など

が多数あることです。これでは郷土愛の醸成と

いうのは見込めませんし、子どもたちへの教育

面でも地域に開かれた活動の推進の場を自治体

自ら否定するようなものだと思うからです。 

 ここで、教育の部分をさらに言うことは避け

ますけれども、それゆえ、先ほど申し上げた小

田原市のアプリのようなものであれば、今回提

案している目的にはもちろんですが、一人ひと

り所持するタブレットを持って、市内の文化財

を巡る社会学習などにも寄与することが可能な

のではないかというふうなことも思ったわけで

す。以上のように、観光のみならず、市民も含

めて郷土愛の醸成、クアオルトウォーキング、

健康ポイント事業など幅広く活用は見込まれる

わけです。 

 先ほど、自治体２つほど触れましたけれども、

こういった観光中心のアプリ、観光客が使うよ

うな紹介アプリ、どれだけの自治体が開発して

提供しているのかというのは執行部では把握で

きているんでしょうか。お伺いします。 

○長澤長右衛門議長 観光・ブランド推進課長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 全国でど

れだけの自治体がこの観光アプリといったもの

を開発しているのかということについては定か

ではございませんが、山形県の例を挙げてみま

すと、県内１２市のうち、アプリを開発し更新

作業等をしながら運営しているのは１市のみと

認識しております。 

○長澤長右衛門議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 １市のみとすると、ま

だまだ時期的には早いと判断するのか、先行し

て先頭を突っ走るのかとなりますけれども、初

期投資の面、あと年間維持費の両立が必要だと

いうこと、あとまだまだ課題も多いということ

もお伺いしました。これから見込まれるインバ

ウンドも含めた観光客入り込みにつながる誘導

策のツールとして、こういったものも大前提と

考えますが、協議して判断してまいります以上

の答えは出てこないかもしれませんけれども、

執行部のスタンスとしてはどのようにお考えで
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すか。お伺いします。 

○長澤長右衛門議長 観光・ブランド推進課長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 まず、議

員御提案いただいた観光アプリ、小田原市と岐

阜県の大垣市でございますけれども、どちらか

といえば旅中、つまり御訪問いただいた後のア

プリの取組に当たると考えています。小田原の

アプリの例を見てみますと、観光地に来ていた

だいた後に活用されるアプリであり、観光施設

や文化財に御興味を持っていただいた方に情報

を提供するものであります。したがって、議員

がおっしゃるいわゆる誘導策、つまりその土地

に来ていただく策という意味でのアプリには該

当しないものかと考えます。 

○長澤長右衛門議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 今、課長がおっしゃっ

たように、誘導策という面とまちなかを楽しむ

というふうな、もちろん側面が違うとは思いま

すけれども、例えばそういった意味でも今回大

手広告代理店からその手腕を買われ招聘された

観光・ブランド推進課長におかれましては、そ

の持ち株会社トップのメッセージに次のような

ものがありました。「この危機をきっかけに生

活様式の変化が激しいスピードで進んでいます。

オールデジタル化の流れは加速するものと予想

されます。生活者の意識と行動は大きく変化し、

マーケティングの在り方もさらに変化、多様化

していくことでしょう」。 

 改めてお伺いしたいんですけれども、ＩＣＴ

というのは教育の場のみならず、アクティブシ

ニア層、さらに直近で言えばワクチン接種予約

の際の高齢者層にもその流れは迫っているわけ

です。長年、人と人とを結ぶ事業に携わってき

た立場として、今回の観光アプリなど、社会資

本とも言えるオールデジタル化社会に向けての

環境整備についてどのようにお考えですか、お

伺いします。 

○長澤長右衛門議長 観光・ブランド推進課長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 前職の代

表の言葉を引用していただき、それに準じた形

で御回答させていただきます。 

 まず、一般的な定義として、社会資本に当た

るというものは、私たちの生活を守って生活を

豊かにする様々な施設やサービスのことが含ま

れています。観光アプリというものが将来的に

いわゆる社会資本の一つとして認識される可能

性を否定するものではありません。世の中のイ

ンフラというものは、驚異的なスピードで進化

しています。私は前職で、議員がおっしゃると

おり、人と人、人と企業を結ぶ仕事をしてまい

りました。どちらも進歩、進化してまいります。

したがって、現時点で構築したものがすぐ陳腐

化する、そういった例もたくさん見てまいりま

した。 

 したがって、需要予測やコストパフォーマン

ス、いわゆる初期導入コストやランニングコス

トなども含めて、フィージビリティースタディ

ーを行う必要がございますので、慎重に研究、

検証を重ねて判断をしてまいりたいと考えてお

ります。 

○長澤長右衛門議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 承知しました。ぜひ、

執行部の方々を前にして言うのは大変失礼です

けれども、公務員的な返答でなく、一企業人と

して自由にその発想力や行動力、手腕を発揮い

ただきたいと望むところです。 

 さて、次に読書活動についてです。 

 子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を

高め、想像力を豊かにし、人生をより深く生き

る力を身につけていく上で欠くことはできない
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ものだというふうに読書活動は定義されていま

す。以上のようなことが文科省の子どもの読書

活動の重要性をうたっている文言です。 

 例えば上山小学校に絵本、北中学校に雑誌も

含めて科学分野の本、南中学校に語学を中心に

書籍を豊富に大量に、市立図書館でさえ備えて

いないものも含めて蔵書すること、そして、そ

れらを定期的にローテーションすることによっ

て、それらの本を身近に感じてもらうこと。そ

ういったことをすれば、興味や子どもたちの可

能性も発掘できるものとは思わないでしょうか、

お伺いします。 

○長澤長右衛門議長 教育長。 

○古山茂満教育長 各学校に何か科学とか、そ

れから絵本とか、そういう特化したものという

ものを置いて交換するということではないので

はないかなと私は思っています。というのは、

学校の生徒会の図書委員会というものがあるん

です。その図書委員会で、生徒たちがどういう

本を読みたいんだというようなアンケートを取

って、そして希望している本を学校でたくさん

買うといって、それがやっぱり一番なのではな

いかなと。特化してそれを交換しながらという

のはあまり効率的ではないかなと思うんです。

それをつなぐことなんですけれども、私は先ほ

ど答弁したように、子どもたちが市立図書館を

訪れること、これ自体に私は価値があると捉え

ているんです。 

 というのは、ある小学校のある学年の子ども

が、総合的な学習の時間に図書館訪問というよ

うにしたんですよ。そのときに、図書館の見え

る部分のところも見たんですけれども、その市

民から見えない裏側に何を置いておくのかとい

う、例えば難しいことで古文書とかそういうの

もあるんですよね。そういう裏側を見て、子ど

もたちはびっくりしたんですよ。驚きと新しい

発見というのでしょうか。市立図書館ってこん

なにすばらしいんだなということで感動して、

そういうことがある意味では便利さと、それか

らそういう便利さが心の部分、いわゆる感動と

かそういうものを失いつつあるのではないかと

いうようなことで、便利さとその心の面と考え

れば、私は図書館に足を運んで新たな発見をす

る。上山市立図書館はすばらしいなということ

を思って、とにかく足を運ぶんだということが

物すごく大事だなと思っているところです。 

○長澤長右衛門議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 先ほど極端な例を私申

し上げましたけれども、もちろん各学校の小学

校、中学校の学級数によって、学校図書館にお

ける備えるべき蔵書数というのが規定されてい

ることももちろんですし、推奨の図書、そして

リクエストによる本の図書資料の購入など、そ

ういったのがもちろん大前提として考えている

わけであり、第１問で申し上げたとおり、限ら

れた予算なわけです。今年度、前年と比較して

予算は執行部の皆さんの努力もあり、予算の増

額が実現したということも伺っていますけれど

も、その限られた予算をいかに効率よく、そし

ていかに子どもたちの可能性の芽を摘まないよ

うなものにしていくかということも必要かと思

うわけです。 

 今教育長がおっしゃられたように、市立図書

館に行くと新しい発見があると。これはもちろ

んすばらしいことだと思いますし、さらに例え

ば、理想を言ったら仕方ないんですけれども、

県立図書館に行けばもっとびっくりするだろう

しとあります。ただ、それがもう一歩先に行く

と、それを学校で自由に貸し借りできるという

のが相互貸借なわけです。もちろん学校間の相
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互貸借、そして、市立図書館からももちろんリ

クエストによって団体貸出し、特別貸出しの方

法もありますけれども、自由に貸し借りできる、

そして、逆に需要があるとは思えないというふ

うな執行部の考えも伺っているところですけれ

ども、市立図書館においてももちろん生徒たち、

児童たちも、順位としては子どもたち優先です

けれども、必要があれば可能であれば各学校の

図書資料も借りられるというふうな、もう甚大

な膨大な蔵書量を誇る図書館になる可能性もあ

るということで申し上げているわけです。 

 次に、文科省のことを言いますけれども、文

科省が提示する学校図書館ガイドラインでは、

運営上の重要な事項についてその望ましい在り

方として、学校図書館が必要に応じて公共図書

館や他の学校図書館との相互貸借を行うととも

に、インターネット等も活用して資料を収集・

提供することも有効であるとあります。望まし

いレベルというふうにうたっているだけだから

やらないとか、これまでリクエスト等で対応で

きていて必要な場面がなかったから不要ではな

いかと。予算とか人的なコストとかでやらない

のでは、子どもたち本人が気づいていない可能

性も、先ほど言いましたけれども可能性も摘ん

でしまっているかもしれないわけです。まだ、

本人たちも気づいていない潜在能力を、小学生

だからとか中学生だからとか縛りつけず、サポ

ートしていく体制を整えるべきではないかと思

うんですけれども、再度お伺いします。 

○長澤長右衛門議長 教育長。 

○古山茂満教育長 先ほど、議員の言葉の中に

需要とか、供給ということがあったわけですけ

れども、学校間の貸借ということで需要と供給

だと思いますけれども、これについても、もし

やるとすれば、その辺の実態があるのかどうか

ということを調べなくてはならないんですけれ

ども、考えは、あればいいなというもの、あれ

ばいいなというレベルと、必ずなければならな

いというものを考えた場合には、やはり私たち

は必ずこれは絶対なければならないというもの

に対して予算をつけていくということだと思い

ます。その実態を調べないと分からないんです

が、今の段階ではあればいいなというレベルで

はないかなと私は思っています。 

○長澤長右衛門議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 先ほど言いました望ま

しい姿、望ましくないと言われないような形に

してもらいたいと同時に、様々な分野に知的情

熱を燃やす子どもたちに応えられる環境を人的

にも物的にも予算的にも整えてもらいたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。ありがとうござい

ます。 

○長澤長右衛門議長 この際、１０分間休憩い

たします。 

    午後 ２時１８分 休 憩 

                  

    午後 ２時２８分 開 議 

○長澤長右衛門議長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、４番守岡等議員。 

〔４番 守岡 等議員 登壇〕 

○４番 守岡 等議員 議席番号４番、守岡等

です。 

 私は、コロナ禍における子どもたちの自殺防

止対策の強化についてお尋ねします。 

 新型コロナウイルス感染症をめぐっては、依

然収束の見通しが立たない中、医療・経済・教

育など様々な面で深刻な影響が出ています。 

 特に、心身の成長が発達期にある子どもたち
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への影響が心配です。新型コロナウイルスが猛

威を振るい始めた２０２０年の春には、卒業式

や入学式などが制限されただけでなく、長期間

の休校措置が子どもたちの心身の成長に影響を

及ぼすことが懸念されました。 

 私は、２０２０年の６月定例会で、子どもた

ちの不安やストレスを解消するための問題提起

を行いましたが、現場の教職員の多大なる奮闘

で、子どもたちも一定落ち着きを取り戻したよ

うに思われました。 

 しかし、新型コロナウイルスがもたらした影

響は想像以上に大きなものであったことは、そ

の後発表された自殺者統計が物語っています。

自殺者対策の強化が図られ、ここ数年、全国の

自殺者数は減少傾向にありましたが、コロナ禍

の下、２０２０年の自殺者数は前年に比べ９１

２人増の２万１，０８１人で、このうち１９歳

までが１１８人増、２０歳から２９歳が４０４

人増と、若い世代の増加が目立っています。県

内でも２０２０年に１０代の若者が９人自殺し、

うち村山地方は４人となっています。また、女

性の自殺者数が増えていることも見逃せません。 

 若者の自殺が増えている背景には２つの傾向

が指摘されています。１つは、家庭不和の問題

です。コロナ以前は、学校、友人関係など逃げ

場があったものの、コロナ禍の下では家庭内に

とどまる機会が増え、親子関係や夫婦仲の悪化

が直接子どもの心に深い傷を与えたのではない

かということです。 

 ２つ目には、将来が見通せない心理的不安の

問題です。コロナがいつ収束するのか、学校は

どうなるのか、親の収入はどうなるかといった

将来的な展望が持てない中、芸能人の自殺のニ

ュースに反応したり、衝動的に死を選んでしま

ったりする事例もあるようです。 

 特に、希望があるかどうかという問題が、人

間の生きる意欲に大きく影響することは、第二

次世界大戦下のアウシュヴィッツ強制収容所の

体験者が物語っています。フランクルの「夜と

霧」という書物は、将来を見通せない過酷な環

境の中、どんな状況にも意味はある、自分は誰

かの何かの役に立っている、誰かに愛されてい

るといったかすかな希望、生きる意味を持って

いた人だけがあの過酷な強制収容所において生

き延びることができたことを明らかにしていま

す。 

 今、子どもたちは未曽有の危機のただ中にい

ます。自殺という痛ましい出来事は本市にも無

関係なことではありませんし、現に不登校の増

加という形で子どもたちのＳＯＳが発せられて

います。こうした中、私たち大人が、子どもた

ちが危機を乗り越え希望を持てるように、最大

限の対策を講じることが求められています。 

 自殺防止対策を進めるに当たっては、日本で

最も自殺率の低いまち、徳島県旧海部町の調

査・分析を進めた岡檀（おかまゆみ）氏、当時、

和歌山県立医科大学講師ですが、の研究が参考

になります。この研究は、旧海部町の自殺予防

因子として、ほかのまちとは違う５つの特徴を

明らかにしました。 

 その一つは、人や考え方の多様性が認められ

ているということです。海部町の人々は、コミ

ュニティ内の多様性を重視します。他人の自由

も支持する代わりに、自分の判断にも他人から

踏み込まれたくないという日本人の特性として

よく言われる同調圧力が極めて低い地区となっ

ています。学校においても、１つのクラスの中

にいろんな個性があったほうがいいということ

で、特別支援学級の設置にも反対したとのこと

です。 
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 ２つ目に、人物本位主義を貫くということで

す。江戸時代から続く相互扶助組織も、年長者

が威張るということはなく、年少者の自主性を

尊重し、失敗しても再起のチャンスを与えられ

ています。人事においても、慣例ではなく適材

適所を重視します。例えば当時の教育長人事に

おいても、問題解決能力や企画力が評価され、

４１歳の教育経験のない商工会議所の男性が就

任しています。 

 ３つ目の特徴として、町民の間に社会参加の

意識があるということです。旧海部町の人々は、

社会に対する個人の影響力を信じ、主体的に関

わり、権利を堂々と行使します。自己肯定感が

高いということです。反面、汚職などの腐敗を

断固拒否し、選挙における票の取りまとめすら

行われません。高齢者にありがちな迷惑をかけ

ているという遠慮や引け目ははありません。 

 ４つ目の特徴として、病は市（いち）に出せ。

これは病気など何か問題が生じたときには、自

分で抱え込まず積極的に誰かに相談する気風が

確立されています。例えば誰かが鬱病になった

と聞けば、普通であれば表沙汰にせずに隠して

おこうという意識が働きますが、旧海部町の

人々は鬱気味だと聞けば、すぐに訪問して早期

受診を勧め、その結果、鬱病の受診率は高く、

重症化を防いでいるということです。 

 そして、５つ目の特徴として、緩やかにつな

がるという問題があります。旧海部町の人々は、

住民同士の関係は積極的ですが、粘着的ではな

いという特徴を持ちます。他人に対しては関心

は強く持つものの、多様性を好む気風があるの

で、それが息苦しい監視にはならないというこ

とです。同調圧力の低下につながっています。 

 旧海部町の特徴を一言で表現するなら、いろ

んな人がいて当然、その中で自分の考えをしっ

かりと持ち、理にかなわないことには従わない、

そして、困っている人がいたら積極的に援助す

るというものです。 

 こうした旧海部町の分析を通して明らかにさ

れた自殺予防因子の考えも参考にしながら、本

市における自殺防止対策を進めるために、以下

のように問題提起するものです。 

 １つ目が、命を守る相談活動の強化というこ

とで、ＳＮＳ等を活用した相談活動の実施につ

いてであります。 

 自殺予防の要は、当事者の気持ちを酌み上げ

る相談活動が基本です。これまでは電話相談が

主流でしたが、ＳＮＳを主な通信手段として使

う子どもたちは、電話をかけることに抵抗があ

る人も多く、「いのちの電話」の相談でも若者

世代からの電話相談は減少傾向にあるというこ

とです。そこで、今の子どもたちの実情に即し

て、ＳＮＳ等を活用した相談活動の実施を提案

します。 

 具体的には、市のホームページ等にＬＩＮＥ

の「友だち登録」に必要なＱＲコードを掲載し、

これを通じて相談が行えるようにするというも

のです。直接、教育委員会や学校のホームペー

ジ等を通じて、メールを送ることも有効ではな

いでしょうか。 

 また、千葉県では、インターネット上の検索

サイトにおいて、自殺関連キーワードの用語検

索を行うと、検索結果の上位に相談窓口のリン

ク先が表示される「検索連動型広告」の取組を

開始しています。２０２０年１０月現在、５０

万４，０００件の広告表示があり、そのうち相

談窓口を案内した件数が１万９，０００件、約

３．８％だったそうです。 

 子どもたちは、不安や悩みを抱えながらも、

どこにどうやって何を相談したらいいのか分か
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らない状態にあります。このようなＳＮＳ等を

活用した相談活動を実施し、自殺予防対策の強

化を図ることを提案します。教育長の御所見を

お示しください。 

 相談活動の強化の２番目として、子どもたち

のＳＯＳ信号をキャッチする心身状態評価と支

援促進システム（ＲＡＭＰＳ）の活用について

です。 

 ＲＡＭＰＳは、Ｒｉｓｋ Ａｓｓｅｓｓｍｅ

ｎｔ ｏｆ Ｍｅｎｔａｌ ａｎｄ Ｐｈｙｓ

ｉｃａｌ Ｓｔａｔｕｓの略で、自殺リスクや

精神不調の見過ごしを防ぎ、保護者や医療機関

への説明など、その後の必要な支援に役立てる

ことを目的に開発された心身状態評価と支援促

進システムとされています。 

 使う場所は学校の保健室で、訪れた子どもに

このソフトが入ったタブレット端末を手渡し、

まず、示される１１の質問に答えてもらいます。

「食欲はあるか」などの比較的答えやすい質問

が、徐々に「『生きていても仕方がない』と考

えたことはあるか」とか、「自分で自分を傷つ

けたことはあるか」といった質問に変わってい

きます。 

 その後は、タブレット端末を返してもらった

養護教諭が端末に示される質問を子どもにして

いきます。内容は、最初に答えてもらった１１

問の回答結果に応じて変わっていき、例えば、

「『生きていても仕方がない』と考えたことが

ある」と答えた子どもには、「死んでしまいた

いと思ったり、眠ったまま二度と目が覚めなけ

ればいいと思ったことがあるか」とか、「死ぬ

準備をしたり自殺しかけたりしたことがある

か」などとさらに踏み込んでいきます。そして、

最後に、端末上に自殺リスクが３段階で示され

ます。 

 質問は、精神科医が実際の診察の際に使う内

容で、開発者の精神科医は、このソフトを活用

することで、踏み込みにくい質問でも気軽に話

せる雰囲気をつくれるほか、教諭の知識や経験

にばらつきがあってもやり取りの質を担保でき

ると話しています。 

 結果は、必要に応じて担任の教諭や保護者、

医療機関とも共有していて、既に活用している

学校では「全く問題ない」と思われていた子ど

ものリスクが明らかになったり、「何となく心

配」と思われていた子どもが実際には自殺の計

画まで立てているほど深刻だったりしたケース

などがあったということです。 

 現在、新潟、東京、茨城の中学、高校など３

６校で導入されていますが、個人のスマートフ

ォンやタブレットを使って実施する方法も開発

され、学校では答えづらいと感じる子どもたち

も、いつでもどこでも回答することができると

いうことです。捉えにいくい子どもたちのＳＯ

Ｓ信号をキャッチし、必要な支援につなげるＲ

ＡＭＰＳの活用を提案します。教育長の御所見

をお示しください。 

 次に、特別活動や総合の時間を活用した自己

肯定感の向上についてです。 

 日本の若者の自己肯定感や自尊感情が低いこ

とは、様々な国際調査が示しています。２０１

０年に財団法人日本青少年研究所が日本、アメ

リカ、中国、韓国の４か国の高校生を対象に実

施した意識調査では、「私は価値のある人間だ

と思う」という項目に対し、「全くそうだ」と

答えた割合は、日本が７．５％、アメリカが５

７．２％、中国４２．２％、韓国２０．２％と

日本は桁違いに低くなっています。 

 ２０１３年度、内閣府が７か国、１３歳から

２９歳の若者を対象とした我が国と諸外国の若
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者の意識に関する調査でも、日本の若者は「自

分自身に満足している」７．５％、「どちらか

といえば満足している」３８．３％で、合計４

５．８％しか満足感を示していないのに対し、

アメリカ、ドイツ、フランス、韓国などは「満

足している」、「どちらかといえば満足してい

る」は７０％から８０％に達しています。 

 なぜ、日本の若者の自己肯定感・自尊心が低

いのかという問題では、個性よりも全体性が優

先される同調圧力の問題があります。教育面で

は、真面目で従順な人づくりにより、目立った

ことをするな、みんなと同じ行動をしろ、規律

を守れ、指導者に従え、間違えるなといったこ

とが尊重され、慣習面でも、他人に迷惑をかけ

ないようにする、自己主張をよしとしない、謙

遜するといったことが尊重され、その結果、自

己肯定感・自尊感情の低い人間形成につながっ

たのではないでしょうか。 

 こうした反省に立って、今日では、主体的・

対話的な深い学びや確かな学力といった考えで

一定修正が図られつつあります。今後、自ら考

え、意見をつくり、表現していくことが自己肯

定感を高めることにつながるのだと考えます。 

 新学習指導要領においても、特別活動の位置

づけが強化され、人間関係形成、社会参画、自

己実現という目指す資質・能力の視点が明確に

打ち出され、具体的実践が始まっています。 

 特別活動の実践を通して、子どもたちの自己

実現への支援を学校全体で推進すると、欠席者

数が減少するとともに、保健室への通室者が減

ったり、けがをする子どもの人数が減ったりす

るという効果があることが指摘されています。 

 また、特別活動の積極的な導入は、学力向上

にもつながることが国の調査でも明らかになっ

ています。そして、何よりも特別活動の魅力は、

学校が楽しくなることであり、自尊感情を高め、

自己実現が図られることが各地の教育実践で検

証されています。こうした視点に立って、特別

活動や総合的な学習の時間を活用して、自己肯

定感を向上させるために、以下の事項に取り組

むことを提案します。 

 一つが、異年齢活動の推進です。 

 今、子どもの数が少なくなる中で、兄弟同士

あるいは地域の子ども会などにおける異なる年

齢同士の子どもが触れ合える機会が減少してい

ます。こうした中、市内の小学校でも異年齢活

動・縦割り班活動が取り組まれ、異年齢の子ど

もたちの交流による社会性の育成など、様々な

成果を上げています。お互いを本当の兄弟姉妹

のように思い、卒業式では別れを悲しむ下級生

の号泣に包まれるコロナ禍以前の光景は本当に

感動的なものでした。こうした異年齢活動の取

組を通して、上級生の自尊心・自主性が高まり、

心の成長の大きな糧になっています。 

 しかし、こうした子どもたちが中学に入学す

るとどうでしょうか。いきなり、先輩・後輩の

縦社会に置かれ、それまではお互いに君づけで

呼び合っていたものが、○○先輩という呼び方

に変わってしまいます。こうした年齢による上

下関係は日本や韓国など少数の国の固有の文化

であり、同調圧力の要因ともなっています。 

 こうしたことから、中学校内部での異年齢活

動の強化、あるいは小学校・中学校合同の異年

齢活動の強化なども今後必要になってくるので

はないでしょうか。 

 また、全国には学習活動にも異年齢活動を取

り入れ成果を上げているところがあります。教

え合うことが学力向上に大きく寄与するだけで

なく、教科の壁を取り払い、１つのテーマに対

して多面的な考察を行うことによって多様性を
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培うという利点も指摘されています。 

 このような異年齢活動をさらに推進させ、子

どもたちの自己肯定感を向上させ、多様性を尊

重する機運を高めていくべきと考えますが、教

育長の御所見をお示しください。 

 ２番目に子どもたちの手による校則の見直し

についてです。 

 今、頭髪や下着の色を規制するなど、プライ

バシーや人権に関わる不合理な校則が全国的に

問題となっており、各学校に校則見直しを求め

る通達を出す教育委員会が増えています。本市

では、こうしたプライバシーや人権に関わるよ

うな事例はないようですが、服装や頭髪、所持

品等に関わる細かい規則はあるようです。 

 今、校則がこれまで以上に問題とされる背景

には、やはり同調圧力の問題があるのではない

でしょうか。個人の価値よりも全体の価値が優

先され、全体の調和を図ることを目的とする教

育から、やはり自己実現を図る教育にシフトす

ることが求められているのだと考えます。 

 今、その規則が本当に必要なものなのかどう

か、子どもたちの心身の発達に寄与するものな

のかどうか、子どもたち自身の手で学校の当た

り前を見直すことは、子どもたちの自尊心、自

律性の確立から見ても大きな意義のあることで

はないでしょうか。 

 こうした中、２０２０年１１月にＮＨＫで広

島県のある小学校のルール見直しの取組が放映

されました。この小学校では、服装、宿題、校

則など、全て子どもたちに考えさせ、決めると

いうやり方に変えました。持ち物に関する決ま

りでは、それまでの細かな決まりをなくして、

現在では「自分で考え持ってくる」、「持ち物に

名前を書く」の２つだけにしたそうです。 

 この学校の校長は、「全てを指示とか型には

めるのではなく、生活の中に選択肢を増やして、

子どもたちが自ら考える。そのことが自分から

エンジンを持って動き出す大人になることにつ

ながると考えている」と話しています。 

 このように、子どもたちの手による校則の見

直しは、子どもたちの自主性・自律性の発達を

促し、同調圧力をはねのける個性の確立に寄与

するものと考えますが、教育長の御所見をお示

しください。 

 ３番目に、教育漫才授業の実施についてです。 

 今、教育漫才が注目され、その教育実践が広

がっています。越谷市立東越谷小学校で始まっ

たもので、そもそものきっかけは、不登校に悩

む親子に安心感を与えたい、温かい笑いで包ん

であげたいという校長の思いから始まった取組

です。教室の床を踏むことすらできなかった不

登校の子どもが、その後、楽しく仲間たちと漫

才を繰り広げるに至った姿は、まさに奇跡とも

言うべきものです。 

 いじめ、不登校、自殺などの予防に当たって

は、相談すること、相談を受けたら信頼できる

大人につなぐということが大切です。いじめも

不登校も自殺も、相談することができずに一人

で悶々と悩みを抱え、問題を解決できないまま

苦悩し、追い込まれることが要因となっていま

す。だからこそ、温かい人間関係の中でコミュ

ニケーション能力、特に相談する力を育成する

ことが大切で、そのことがいじめ、不登校、自

殺の予防につながると校長は述べています。 

 漫才のコンビはくじで決めます。このことが

新しい友達関係のつながり、どんな人とも仲よ

くできるという関係性の強化につながります。

台本づくりに当たっては、「三段落ち」、当たり

前のせりふが２つ続いて、３つ目のせりふでぼ

けるという漫才のテクニックを学び、それを応
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用することによって特別支援学級も含めた全学

年・全生徒が漫才できるようになるとのことで

す。決まり事は２つだけで、「死ね」などとい

うマイナスな言葉は使わない、どつく、たたく

などの暴力的なことはしないとのことです。漫

才は最初に学級内で発表し、子どもたちが選ん

だ代表が全校大会に参加します。 

 発表会には、保護者や地域の方も含め３００

人から５００人が参加します。アンケートでは

１００％の人が教育漫才を評価しています。教

育漫才の効果をまとめると以下のようになりま

す。 

 １つが、温かい雰囲気が連鎖していきます。

そのことで学校全体が安心安全な優しい雰囲気

に包まれ、いじめや不登校が減少したとのこと

です。２つ目が、コミュニケーションの活性化

が図られます。発表が苦手な子どもや声が小さ

い子どもたちが漫才を通してコミュニケーショ

ン能力の活性化が図られ、発表しやすい雰囲気

の下で授業中に手を挙げる子どもが増え、学力

も向上したとのことです。 

 今、主体的・対話的で深い学びという教育課

題に理解を示しつつも、実際どうやったらいい

のか悩む教師もいると思います。そうした中で、

ぜひこのような学校を温かい笑いで包む教育漫

才事業の実践に向け、研修などの環境整備を教

育委員会として図りながら、いじめ、不登校、

自殺の予防対策を強化されるよう提案するもの

です。教育長の御所見をお示しください。 

 以上で質問とします。 

○長澤長右衛門議長 教育長。 

〔古山茂満教育長 登壇〕 

○古山茂満教育長 ４番守岡等議員の御質問に

お答えいたします。 

 初めに、ＳＮＳ等を活用した相談活動の実施

について申し上げます。 

 各学校では、心のアンケートやいじめ発見調

査アンケート、生活振り返りアンケート等を実

施し、児童生徒の命に関する実態把握に努めて

おります。また、面談等を通じて積極的に情報

収集するなどして対応に当たっております。 

 今後も、自殺予防対策の強化についても、児

童生徒に寄り添いながら心の状態を把握し、不

安・悩みやストレス等を取り除き、直接的な相

談活動の充実を図ってまいりますので、ＳＮＳ

等を活用した相談活動の実施は考えておりませ

ん。 

 次に、子どもたちのＳＯＳ信号をキャッチす

る心身状態評価と支援促進システム（ＲＡＭＰ

Ｓ）の活用について申し上げます。 

 本市では、平成３１年度より、児童生徒に対

してＳＯＳの出し方の研修会を実施しておりま

す。さらに、今年度は「子どもの発するＳＯＳ

の受け止め方」について、教職員を対象にした

研修に取り組んでおります。 

 ＳＯＳ信号をキャッチするためには、児童生

徒の表情、それから言動などの観察を通して、

総合的に取り組むことを重視していることから、

小中学校でこのシステムを活用する考えはあり

ません。 

 次に、異年齢活動の推進について申し上げま

す。 

 本市では、各学校の実態に応じ、縦割り活動

など異年齢活動を実施しております。また９年

間を見据えた小中連携を推進し、学力の保障、

自尊感情の醸成などの連携に努めています。 

 さらに、小中学校合同で実施している「かみ

のやま子ども会議」において、「かみのやま子

ども宣言」について話し合い、見直しを行うな

ど、児童生徒の交流を推進しています。今後も、
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各学校の児童生徒の実態に即しながら、異年齢

活動を進めてまいります。 

 次に、子どもたちの手による校則の見直しに

ついて申し上げます。 

 小中学校では、教育活動全体を通して、教師

の適切な指導の中、児童生徒が自ら判断、決定

し、実行できるような活動を工夫するなど、自

己決定の場の設定を大切にしております。 

 校則や生活の決まりの見直しなどについては、

学級活動等で児童生徒が自ら考え、判断したり

発信したりする機会を設けるなどして、それら

を自治的な児童会・生徒会活動に生かしながら

取り組んでおります。 

 次に、教育漫才授業の実施について申し上げ

ます。 

 本市では、安心で信頼できる居場所づくりを

指導方針の重点として、親和的な人間関係とコ

ミュニケーション能力の育成を学校教育全体で

進めております。本市教育委員会主催の教職員

研修、担任力育成講座を中心に、受講者それぞ

れの課題に合わせた計画で指導力の向上を図っ

ておりますので、様々な学習活動の一つである

教育漫才に特化した取り上げ方を行う考えはあ

りません。 

○長澤長右衛門議長 守岡等議員。 

○４番 守岡 等議員 まず最初に、子どもの

生きづらさという点で、今年の５月１７日に大

阪市立木川南小学校の校長が大阪市長宛てに、

「豊かな学校文化を取り戻し、学び合う学校に

するために」という提言書を出しました。この

提言書を私は読んだんですけれども、本当に１

０代の子どもの自殺が増えるなど、これほどま

でに子どもが追い詰められているのか、生きづ

らくさせているのかという、このことを真摯に

問いかける非常にすばらしい提言だったと思い

ます。 

 その概要をちょっと紹介しますと、子どもた

ちや教師が点数や成果主義で評価されて、過度

な競争を強いて、競争に打ち勝った者だけが頑

張った人間として評価される。そんな理不尽な

社会であっていいのか。誰もが幸せに生きる権

利を持っており、社会は自由で公正・公平でな

ければならないはずだと。間違いなく、教職員、

学校は疲弊しているし、教育の質は低下してい

る。誰もそんなことを望んではいないはずだ。

誰もが一生懸命働き、人の役に立って幸せな人

生を送りたいと願っている。その当たり前の願

いを育み、自己実現できるよう支援していくの

が学校でなければならないと、こうした概要な

んですけれども、私は、学校の先生だけではな

くて、多くの人が感じていることをこの校長先

生は勇気を持って代弁してくれたのではないか

と考えています。それぐらい今の教育現場や子

どもたちを取り巻く環境が非常に切羽詰まった

状況に置かれているのではないかと思います。 

 今、本市においても、このいじめや不登校が

やはり増えているということで、最近では本市

の中学校を卒業した生徒が家出をしたり、ある

いはせっかく入った高校を退学したというこう

いう事例も聞いています。このように、子ども

が生きづらさを感じている問題について、１問

目で私はその背景にある子どもたちの自己肯定

感の低さと日本独特の同調圧力の問題を指摘し

ましたけれども、教育長はこの今の子どもたち

が何で生きづらさを感じているのか、いじめや

不登校、自殺が増えている要因について、どの

ようにお考えか、そして、どのような対策が有

効だと考えているか、お示しください。 

○長澤長右衛門議長 教育長。 

○古山茂満教育長 生きづらさとか、それから
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切羽詰まった状況にある、子どもたちが思って

いるということについてその背景ですが、私は

今の子どもも、昔の子どもというか、私が子ど

もだった時代も、本質的には子どもは、ちょっ

と恥ずかしいんですが、よい子だったんです。

私も含めて。それで、ただ社会環境が急激に変

化して、それになかなか適応していけない子ど

もが多くなっているのかなということです。た

だ、背景ですから、それがいじめ、不登校、自

殺等の増加の要因というんですか、そういうも

のの要因は、何か一つの要因ではなくて、学校

とか、それから家庭とか地域とか、そういうい

ろいろな要因が絡み合って起こっているのでは

ないかなと捉えております。 

 学校としてその要因を解決する解決策として

は、やはり学校で一番大事なのは授業だと私は

思っているんです。子どもたちが先ほど議員お

っしゃるように学び合い学校にするという、学

び合い育ち合う学習を通して、そして分かって

できる、楽しい喜びを実感できる授業をするこ

とが大事だろうと思います。そのことによって、

私はできたという成就感、それから自己存在感、

自己有用感、それから自己肯定感、また自尊感

情というものが育ってくるのではないかと思い

ます。 

 そのようになると、子どもが学校に行きたい、

うちへ帰って子どもが学校が面白いんだと言え

ば、保護者がこの学校に行かせたい、任せたい

というふうになってくるのではないか。そして、

もっと大きく言えば、地域がその学校を支えて

あげたいとなってくると思っているところです。 

○長澤長右衛門議長 守岡等議員。 

○４番 守岡 等議員 私も同感です。ぜひ、

そういう方向で教育行政を進めていただき、本

当に子どもたちがもう生きていてよかったと、

それが当然だというぜひ教育環境の整備に努め

ていただきたいと思います。 

 次に、いじめ防止、自殺防止の基本は、何と

いっても相談活動だと思うわけです。この６月

７日にも本市でこの市役所内で、市内の学校の

先生を集めた研修会が行われまして、私もちょ

っと参加させていただきましたけれども、そこ

で学んだことの一つは、心に傷を持った子ども

たちが諦めないで３人目までの大人に伝えてほ

しいという、そういうＳＯＳの出し方を進めて

いただきたいんだということが非常に心に残り

まして、今、本市の学校内でも様々なアンケー

トや相談活動が実施されているということです

けれども、果たして今までのやり方で心に傷を

持った子どもが３人の大人に自分の苦しみを伝

えられているのかどうかということが私は疑問

に思ったわけです。 

 この研修会の講師が何で３人目という数を出

したのかということの背景には、やはりその相

談体制がシステム的に整備されているかどうか

ということを問題にしているのではないかと思

ったわけです。だから、運よく３人目でそうい

う優しい大人に引っかかればラッキーだったと

いうのではなくて、やはり相談や悩みが学校の

みならず、広く社会の中でそうした精神科医と

か、精神保健福祉士などとの共有できるような

そういうシステムが必要だということを多分言

いたかったのではないかと思うんです。 

 だから、そういう意味でＳＮＳなどのツール

は、そういうシステム的な対応、問題の共有と

いう点で非常に有効だと。今の学校内だけでの

相談ではなかなかそこまで広がらないのではな

いかと思うんですけれども、その辺いかがでし

ょうか。 

○長澤長右衛門議長 教育長。 
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○古山茂満教育長 ＳＯＳの信号、これを出す

には出しやすい環境がなければ駄目だと私も思

っております。それには学級づくりとか授業づ

くりとか、それらにおいてやっぱり豊かなコミ

ュニケーションの場を設けまして、そのコミュ

ニケーションの場というのは、例えば授業でも

学級づくりでも、先ほど議員がおっしゃった主

体的・対話的で深い学びというのを国のほうで

出しているんですが、その対話的でというその

部分を重視して学級づくりも授業づくりも今頑

張ってやっているんです。そういうことでコミ

ュニケーションの場、そういうことを設けてお

互いに話合いをしてよいものをつくっていくと

いうことを大事にしています。そして、仲間と

共に成長していく人間関係づくりということが

大事だと思っているところです。 

 また、相談活動については、これは物すごい

やっぱり重要なことで、ちょっと先ほど議員が

話に出されたように、もうある人と人とでは足

りないのではないかということなんですけれど

も、我々はフェース・ツー・フェース、先生と

顔を合わせながら、寄り添いながら話を聞いて

いくことによって信頼関係ができて、そして出

てくるのではないかなと私は捉えています。そ

して、子どもたちの話を聞いて、受容して、そ

してアドバイスをしていくということなんです

けれども、その誰が誰にという、誰にそういう

フェース・ツー・フェースで相談するのかと、

相談活動を強化していくのかということについ

ては、学校教育課長が答えます。 

○長澤長右衛門議長 学校教育課長。 

○塚原洋樹学校教育課長 まず、相談活動につ

いては、学校教育課のほうが中心になりまして、

子どもたちにＳＯＳの出し方教育という形で令

和元年度から計画的に進めております。指導主

事が中心になりながら、また学校の教員と連携

をしながら、様々な資料などを準備して、子ど

もたちが様々な形でストレスを出せるという状

況について、計画的な指導をしておるところで

あります。 

○長澤長右衛門議長 守岡等議員。 

○４番 守岡 等議員 本市において、そうし

たＳＯＳの出し方、あるいは受け止めの研修を

実施しているということは、本当に非常に高く

評価します。子どもたちがそういうＳＯＳ信号

を出しやすい環境をいかにつくるかという点で、

先ほど教育長の話がありましたけれども、本当

に私もそのとおりだと思います。そういう意味

では、先ほど提案した教育漫才というのはまさ

にうってつけだなと思って、これまた後でちょ

っと紹介しますけれども、ただそのＳＯＳを出

したけれども、それを受け止める大人側の態度

がどうなのかということが今後求められます。 

 先日の研修でも、この受容傾聴という高度な

カウンセリング技術が必要だということが示さ

れまして、相談を受けてジャッジしない、アド

バイスしない、ありのままに受け入れる、決め

つけないという、こういうカウンセリングのス

キルをやはり現場の教師がきちんと身につける

必要があると思うんですが、ところが、その研

修の中でも示されたんですけれども、今の学校

の先生の中には、教育というものは大人の価値

を押しつけるものなんだと、子どもの勝手にさ

せてはいけないんだみたいな、こういう前近代

的な教育観を持つ人がまだいるみたいで、これ

は他市の例ですから本市にはそういう先生はい

ないと思いますけれども、ただそれは極端な例

にしても、そういう受け止め方に教師の側にば

らつきがあるのも事実ではないかと思います。 

 普通の学校の先生であれば、そういう相談を
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されたらやっぱり指導してしまう、何か意見を

言ってしまうというのが普通だと思いますけれ

ども、ただ自殺のカウンセリングでそれはやっ

てはいけない禁忌だそうで、そうした受容傾聴

といういわゆるカウンセリング能力をひとつ身

につける必要があると思うんですけれども、た

だやっぱりそういうカウンセリング力といって

も、それぞれの先生によっていろいろ力量には

ばらつきがあるでしょうし、どこかでやっぱり

標準を定めなくてはいけないと思うんです。そ

の標準をつくるに当たって、この実はＲＡＭＰ

Ｓというのは東大の精神科医が開発したものな

んですけれども、そういう専門家が開発した標

準をやっぱりきちんと示した上で、学校の先生

なり関係者が対応する必要があると思うんです

けれども、その辺はいかがでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 学校教育課長。 

○塚原洋樹学校教育課長 このＲＡＭＰＳにつ

きましては、主に若者の精神不調とまた自殺リ

スクの発見、そして保護者や医療機関への説明

など、その後の必要な支援に役立てるというの

で進められていると伺っております。特に、大

学生、高校生などがタブレットを使っていて、

それを有効に活用していくというふうな形で伺

っております。そういった状況から、今小学校、

特に中学校などでこのＲＡＭＰＳはなかなかま

だ難しいのかなと感じております。 

 そこで、やはり先ほどもお話があったような

教員側のＳＯＳの今度は受け止め方、それを先

ほど議員からお話がありました研修会、それか

らさらには各教員の経験年数などに合わせた担

任力育成講座などで子どもたちの声を受け止め

られるカウンセリングマインドの育成、これに

ついて学校教育課でも進めておるところでござ

います。 

○長澤長右衛門議長 守岡等議員。 

○４番 守岡 等議員 次に、自主性・自律性

の育成ということで、日本人はこの恥の文化と

いうことに表されるように、欧米人の内面性よ

りも世間体とか外聞にどうしても価値基準が置

かれるために、自己主張が弱くなってしまうと。

どうしても他人の目を気にしながら生きていく

というこういうことで、例えばコロナ禍でも、

様々な行動が自粛、制限されたり、同調圧力と

いう見えない正義が生きづらさの原因にもなっ

ているように感じます。 

 こうした中で、子どもたちの主体性や自律性

を養うために、今子どもたち自身で校則をつく

る取組が全国各地で起きているようですけれど

も、あるいはこのコロナ禍においても、高校生

自身が休校を求めたり、あるいは９月入学とい

うのを問題提起したのも最初は高校生だと伺っ

ています。そういう署名運動も開始されたよう

ですけれども、あと、先日の新聞の投書も中学

生の投書にも、お化粧したりおしゃれしたりす

るのが何でいけないんだと。よくよく考えてみ

れば私もそうだなと思ったんですけれども、お

しゃれとかお化粧というのは、そういう人間性

の活路というか、発達にとっても非常に重要な

ことだそうで、実際、コロナ禍においてそうい

う女性の鬱病が今増えている中で、お化粧とか

そういうおしゃれをするのは非常に大事だと言

われています。 

 そういう中で、学校教育においても、そうい

うおしゃれとかお化粧というのをもう少し見直

してもいいのではないかと思っていまして、そ

ういう中で本市では児童会や生徒会で自分の意

見を、まずそういう主体的な教育をやるんだと

いうことなんですけれども、今の子どもたちを

取り巻く空気を読めという環境で、本当にそう
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いう同調圧力に抗して自分の意見を通すという

のは本当に大変なことなんですよね。だから、

その中でやっぱりそういう主体的、対話的な教

育というのはどんどん進めていただきたいと思

うんですけれども、具体的にどうするかという

ところで、さっき言った教育漫才もそうですけ

れども、そういったディベートを高める教育で

すね。自分の考えをきちんと主張できるような

教育が必要だと考えますけれども、その辺はい

かがでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 教育長。 

○古山茂満教育長 自主性、主体性、自律性、

それを培う教育というのは、学校だけでなくて、

どこでも大事なことだなと考えております。子

どもたちが学校生活を快適に過ごすために、学

校の生活の決まりとか、それから校則、そうい

うものを教師と子どもが一緒になって、子ども

だけでできるのかなと私は思うんですが、子ど

もたちがやっているんだけれども、やっぱり教

師の指導が必要ではないかなと私は捉えている

んです。やらせっ放しでは駄目だろうと私は思

っているんですけれども、そのような一緒にな

って考えていくことが、やっぱり自主性とか自

律性とか、そういうものを培う一つだろうと思

っています。 

 生活の決まりの中で、あと校則の中で、よい

校則、よくない校則を見極める基準というのか

な、そういうものをやっぱり教師のほうでしっ

かり持っておかないと駄目なのではないかなと

思うんです。例えば法的に抵触するものはやっ

ぱり駄目ですよね。それから、あと人を傷つけ

るというのは駄目ですよね。それから、自分が

やっぱりされて嫌なことは人にも、これは昔か

ら中国の言葉で言われているんですが、あるわ

けですよね。 

 私は、そのほかにやはり日本の文化として大

事な基準があると捉えているんです。それは何

かというと、美しいか美しくないかという基準

ですね。簡単に言うと、見たくないか見たくな

くないかということです。例えばシューズの後

ろを潰して履いている、これなんか、私はきち

っとやっぱり指導しなければならないと思いま

す。これは物を大事に使うということも含めて

ね。そういう美しいか美しくないかという基準。

あと、はみパンですね。ズボンからパンツが見

えるのがありますよね。ああいうのも見たくな

いと私は思っているんですけれども、ああいう

のがいいのかという、よく荒れたときの学校で

はやっているわけですよね。それはいいのかと

いうふうなこと。 

 それから、もう一つの基準としては、他人に

不快感を感じさせない。人と対面して話なんか

をしているときに、喉ちんこ見えるぐらいの大

きなあくびをするという。これはやっぱり相手

に対して不快感を与えるわけですよね。そうい

う不快感を与えない、感じさせないという礼儀

というか、そういうふうな基準。 

 それから、ふさわしいかふさわしくないか。

学校という場にふさわしいのかふさわしくない

のかというようなもの。そういうものもあると

思います。ですから、そういうふうな基準を教

師のほうでやっぱりしっかり持っていて、子ど

もたちに話合いをさせるわけですけれども、そ

ういうことがないと、基準がないとやっぱり難

しいかなというように思います。 

○長澤長右衛門議長 守岡等議員。 

○４番 守岡 等議員 まさにそのとおりだと

思いまして、いかに教師の手のひらの上で子ど

もたちが自分たちでつくったんだというこうい

う意識がやっぱり大事だと思うんですね。やっ
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ぱり今の子どもの文化というのは、我々の頃と

は全く異質のものがありますんでね。その辺も

考慮しながら見直しとか、そういう自主性の育

成というものを図っていただければと思います。 

 最後に、コミュニケーション能力、つまり相

談できる力をいかにして養うかという問題で、

私は当初この特別活動という点で、いろんな自

分の得意を発表する発表会だとか、場面リーダ

ー制の活用だとか、キャリア教育、やりたいこ

とボックスの設置など、全国で様々な教育実践

が行われていまして、それをそれぞれ紹介しよ

うかなと思ったんですが、その中でやっぱり教

育漫才というのがすごく優れた教育実践だと思

いまして、特化して問題提起した次第です。 

 その特徴は先ほども言いましたけれども、や

っぱり漫才という子どもたちが大きな興味を持

って取り組むことができる分野だということが

一つです。そして、この笑いというのは、人間

の精神活動の中で物すごい効果を生む、与える

ことができるものだということですね。そして、

漫才というのは一人ではなく仲間と取り組むこ

となんだということ、そして、能力差や年齢差

をカバーできる。 

 あともう一つ、今日新聞を読んでいてはっと

思ったんですが、表現することがいかに大切か

という。昨日の新聞ですかね、心に傷を持った

シリア難民の子どもたちが写真を通じて自己表

現できるようになって自分の主体性を取り戻し

たというような新聞記事を読んで、やっぱり表

現することが子どもにとっていかに大事なこと

かというのが示されていると思うんです。 

 そして、こうした特徴を持った漫才教育で、

やっぱり見えない成果としてこの笑いの文化が

学校全体に広がって、優しい雰囲気に包まれる

んだそうですね。子どもたちの言動も、相手を

思いやる、相手のことをよく聞くようなそうい

う雰囲気になるのと、あとさっき言った異年齢

とか特別支援学級の子どもたちへのこういう対

応力も向上すると。とにかく学級、学校全体と

していじめや暴力を許さない優しさに包まれる

ということで、すごくいい取組だなと思って、

ちょっと時間ありますので、実際の漫才例を紹

介します。 

 特別支援学級の子どもたちの作品ですけれど

も、「はい、どうも」から始まって、「コウタで

す」、「ダイゴです」、「２人合わせて仲よしコウ

ダイです」、「ところで好きな乗り物ってなあ

に」、「ええっとね、飛行機かな」、「そうだよね、

空高く飛んで気持ちいいもんね。じゃあ、ほか

の乗り物っていったら」、「フェラーリかな」、

「スポーツカーってすごく速いもんね。じゃあ、

ほかには」、「校長先生の背中とか」、「そうだよ

ね。大きくって柔らかくって暖かくて気持ちい

いもんねって、校長先生の背中は乗り物じゃな

いでしょ。もういいよ」、「どうもありがとうご

ざいました」と、こういう短い漫才なんですが、

すごく私ちょっと漫才師じゃないのであまり上

手ではなかったんですけれども、すごくいい雰

囲気なんだそうですね。この特別支援学級の子

どもたちが校長先生をネタにしているというと

ころがみそでありまして、本当に聞いているだ

けでほんわかした気分になるんではないかと思

うんです。ぜひ、本市においても、教育長、現

場の先生も伴って、一回この教育漫才を体験し

てみてはいかがでしょうか。ということを最後

にお願いして、質問を終わります。 
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○長澤長右衛門議長 以上で本日の日程の全部

を終了いたしました。 

 これをもって散会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午後 ３時２２分 散 会 

 


